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奄
美
諸
島
史
近
世
の
歴
史
叙
述
は
、
薩
摩
藩
に
よ
る
黒
糖
専
売
制
の
収
奪
に
つ
い
て
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
六
○
九
（
慶
長
一
四
年
の
島
津
氏
侵
攻
以
後
、
藩
統
治
下
の
七
割
近
く
の
年
月
を
占
め
る
た
め
当
然
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
の
叙
述
中
に
、
藩
「
圧
政
」
の
論
拠
と
し
て
一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
、
藩
は
奄
美
諸
島
に
対
し
系
図
差し出しを命じ、奄美諸島の古文書を取り上げ、焼き捨てたという「史実」が一八九一（明治二四）
年以降述べられている。
この系図・古記録の焼き捨て論（「系図焼棄」論と称する）は、奄美諸島の市町村誌をみると、一
九八五年発刊の『和泊町誌（歴史編屋までおおよそ一世紀にわたって連綿と続き、個人出版物にも
は
じ
め
に
奄
美
諸
島
の
系
図
焼
棄
論
と
「
奄
美
史
談
』
の
背
景
ｌ
奄
美
諸
島
史
把
握
の
基
礎
的
作
業
Ｉ
弓
削
政
己
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述べられている。その結果として、「奄美の歴史が描けない」、「歴史を煙滅した」、「奄美諸島民の誇
り
が
失
わ
さ
れ
た
」
と
い
う
理
解
が
現
在
も
根
強
く
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
是
非
を
検
討
し
つ
つ
、
今
日
ま
で
系
図
焼
棄
論
が
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
て
、
こ
の
認
識
を
最
初
に
述
べ
た
の
は
、
名
瀬
出
身
の
都
成
植
義
が
著
し
た
『
奄
美
史
談
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
’九○○（明治三一一一）年に「鹿児島県大島郡教育会」が初めて孔版本として出版したため、広く知ら
（１） 
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
奄
美
史
談
』
は
、
奄
美
諸
島
史
の
歴
史
研
究
と
し
て
、
近
代
初
期
に
ま
と
ま
っ
た
最
初
の
書
で
あ
り
、
今
日
引
き
継
ぐ
も
の
は
多
い
。
ま
た
、
こ
の
書
の
提
起
を
受
け
止
め
て
い
た
ら
近
代
の
歴
史
解
釈
で
間
違
い
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
り
、
奄
美
諸
島
史
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
逆の意味でも今日の段階から見て、修正したほうがよいと思われる点がある。それがここで取り上げ
る系図焼棄論である。
この解釈に対する批判的検討が出始めたのは、ようやく八○年も過ぎて、しかも奄美諸島外部の研
究
者
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
まず一九七一一一年、一一一木靖「喜界島と島津藩政」（「南日本文化」第六号鹿児島短期大学南日本文化
研究所）が、「系図文書を取り上げることを目的にしたことは考え難い」、「増大する庶家等の整理統
２ 
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そ
の
後
、
本
格
的
に
批
判
検
討
を
加
え
た
の
は
、
一
九
八
八
年
の
石
上
英
一
「
古
奄
美
諸
島
社
会
史
料
研
究
の
予
備
的考察」ｓ日本古代の国家と村落」塙書房）であった。
石
上
は
、
喜
界
島
の
孝
野
家
、
大
島
の
元
家
、
笠
利
氏
、
嬉
姓
喜
志
統
親
方
、
松
岡
家
文
書
、
田
畑
家
文
書
の
系
譜・家譜を例示し、「焼棄論」はあり得ないこと、’七○六（宝永一一一）年前の一六九五（元禄八）年
に
も
系
図
差
し
出
し
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
与
人
層
の
身
分
特
権
に
対
処
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
「
い
わ
ゆ
る
文
書・系図差し出しの事例の目的や経緯を再検討することが必要とされている」と系図差し出しの一般
的理解を戒めている。さらに踏み込んで系図が焼棄されたという理解が、研究者側の史料調査不足を
招くという問題点も指摘した。また、二○○’一一年、「古奄美社会の一七世紀における近世的編成の前
提」で、徳之島の「政家系図」を基に一六八八（貞享五）年六月には系図がつくられたと作成時期を
示した（『日本律令制の展開」吉川弘文館）。二○○六年にも「元和九年大嶋置目の諸本の再検討」で
不明文言がある「政家系図」史料を「義家系図」で補足した（『黎明館調査研究報告第旧集乞。
同
年
の
二
○
○
六
年
、
林
匡
は
、
「
薩
摩
藩
記
録
奉
行
市
来
家
年
に
つ
い
て
」
で
、
都
成
植
義
が
引
用
し
た
一
七
○
括
の
再
編
の
た
め
」
と
述
べ
る
。
一九八三年、松下志朗『近世奄美の支配と構造』（第一書一男）は、系図焼き棄てについて、はっき
り
し
な
い
と
し
て
そ
の
考
え
を
留
保
し
つ
つ
、
系
図
差
し
出
し
は
、
奄
美
諸
島
の
「
秩
序
の
再
編
」
の
た
め
と
指
摘
す
フ（》。
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今日知られている『奄美史談』以前の一八九一（明治一一四）年一二月の「緒言」のある「奄美史談
全
南
海
庵
所
蔵
』
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
蔵
）
も
新
た
に
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
系
図
を
出
ざ
な
い
者
に
は
「
答
刑
ヲ
与
へ
槍
奪
」
し
た
と
ま
で
述
べ
る
。
そ
の
点
も
視
野
に
お
い
て
、
な
ぜ
都
成
が
こ
の
こ
と
を
六（宝永一一一）年の系図差し出しの「差図」の文一一一一口が、一六九七（元禄一○）年の鹿児島の火事によ
り
、
藩
が
系
図
再
集
を
し
た
時
の
文
言
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
一
七
○
六
年
の
系
図
差
し
立
て
は
、
奄
美
諸
島
だ
け
で
は
な
く
、
藩
内
に
も
あ
っ
た
事
を
藩
内
史
料
で
明
ら
か
に
し
た
ｓ
鹿
児
島
地
域
史
研
究
』
恥
３
）
。
一
方
、
奄
美
内
部
で
も
、
二
○
○
○
年
前
後
か
ら
批
判
的
検
討
が
出
始
め
、
市
町
村
誌
に
も
そ
の
視
点
が
出
始
め
て
｛Ｏ』〉
き
た
。
し
か
し
、
今
日
ま
だ
一
般
的
認
知
は
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
の
以
前
か
ら
の
問
題
意
識
と
と
も
に
、
奄
美
内
外
の
研
究
者
に
よ
る
系
図
焼
棄
論
批
判
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
一
に
、
奄
美
諸
島
に
お
け
る
系
図
差
し
出
し
は
、
数
回
あ
っ
た
た
め
、
差
し
出
し
ご
と
の
性
格
を
把
握
し
つ
つ
、
結論から一一一一口うと、系図焼棄論について否定的見解を述べる。
第
二
に
、
都
成
植
義
が
示
し
た
系
図
差
し
出
し
「
申
渡
」
の
史
料
か
ら
は
、
た
だ
ち
に
系
図
が
焼
棄
さ
れ
た
と
い
う
結
論
は
導
か
れ
な
い
。
「
申
渡
」
は
系
図
・
古
記
録
等
の
差
し
出
し
を
命
じ
、
か
つ
藩
記
録
所
で
写
し
た
ら
、
返
却
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
成
は
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
根
拠
を
示
さ
ず
に
、
焼
棄
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
４ 
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主
張
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。
第三に、今日まで、なぜこの考えが連綿として続いていたかという歴史的背景を検討しなければな
らない。そのうえで、今後の研究課題を述べてみたい。
こ
の
第
三
の
点
は
、
単
に
系
図
の
焼
棄
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
収
數
で
き
な
い
奄
美
諸
島
史
研
究
の
方
法
や
認
識
に
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
す
る
事
は
以
下
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
まず、広く「史実」として受け止められていても、歴史学における重要な方法の一つである史料に
も
と
づ
い
て
新
た
に
検
討
し
な
お
す
と
い
う
方
法
論
の
希
薄
さ
と
い
う
点
で
課
題
を
残
す
。
そ
れ
は
、
先
学
の
歴
史
研
究
に
対
し
て
史
料
不
足
と
い
う
こ
と
で
「
批
判
的
検
討
の
弱
さ
」
を
も
示
す
。
し
か
し
、
一
方
こ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
や
意
識
が
強
固
な
ま
で
続
い
て
い
る
中
で
、
単
に
史
実
で
は
な
い
と
言
う
だ
け
で
は
、
現
実
に
生
き
て
い
る
人
々
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
点
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
成
立
要
因
や
背
景
ま
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
困
難
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
新
たな歴史像が見えてくると考える。
そ
の
点
で
、
系
図
焼
棄
論
は
、
近
・
現
代
の
奄
美
諸
島
史
と
そ
こ
で
生
き
て
い
た
方
々
の
歴
史
と
結
び
つ
い
て
い
る
、
現
代
と
歴
史
学
の
関
係
を
如
実
に
示
し
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
例
で
あ
る
。
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ま
ず
、
長
い
引
用
に
な
る
が
、
「
奄
美
史
談
」
が
論
拠
と
し
た
「
大
島
政
典
録
」
と
い
う
史
料
の
元
資
料
と
考
え
ら
れる一七○六（宝永三）年の「申渡」を『大島要文集」（東京大学史料編纂所蔵）から提示する。
｜
系
図
文
書
旧
記
持
合
候
モ
ノ
、
自
分
ノ
氷
ニ
テ
系
図
文
書
且
亦
他
ノ
家
ノ
系
図
文
書
、
或
古
写
ノ
類
、
或
旧
記
ノ
類
、
知
行
古
目
録
坪
付
等
迄
、
不
依
何
品
書
付
御
家
ノ
御
系
図
、
御
家
ノ
儀
二
付
、
御
由
緒
記
候
写
シ
、
持
合
ニ
ハ
不
残
可
差
出
候
。
系
図
文
書
乍
持
合
、
此
節
不
差
出
召
置
、
已
後
、
右
ノ
系
図
文
書
ヲ
家
之
證
拠
一一申立儀有之候共、用間敷候間、正文・写一一無構、惣テ差出シ候様ニ相心得可然事。
｜
系
図
文
書
、
此
節
差
出
候
ハ
、
、
於
御
記
録
所
写
相
済
候
テ
ョ
リ
、
可
相
返
候
。
御
物
二
被
召
上
儀
ニ
テ
ハ
無
之
、
必
可
被
差
下
候
間
、
内
々
致
其
心
得
、
持
合
候
モ
ノ
差
出
候
様
二
而
可
然
候
。
｜
系
図
文
書
、
無
之
者
ノ
内
ニ
モ
、
先
祖
差
立
家
筋
ノ
由
緒
・
家
伝
、
於
有
之
ハ
、
委
細
書
付
可
差
立
候
事
。
｜寺社方ノ儀モ右同断。
右
之
趣
、
所
中
不
洩
様
一
一
申
渡
之
、
無
滞
差
出
候
様
、
島
中
江
申
渡
、
書
付
取
揃
、
御
方
付
状
二
而
可
差
越
旨
、
御
差
図
二
而
候
。
以
上
。
戌
十
月
二
十
日
堀
甚
左
衛
門
（
印
）
都
成
植
義
の
系
図
取
り
上
げ
、
焼
棄
論
に
つ
い
て
６ 
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内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
自
分
や
他
の
家
の
系
図
文
書
、
旧
記
、
あ
る
い
は
古
記
録
を
写
し
た
も
の
、
旧
記
の
類
、
知
行
古
目
録
坪
付
（
琉
球
王
府
の
「
辞
令
書
」
や
薩
摩
半
初
期
文
書
の
「
知
行
目
録
」
等
）
な
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
ま
た
、
「
御
家
ノ
御
系
図
、
御
家
ノ
儀
」
す
な
わ
ち
、
島
津
家
の
系
図
や
記
録
な
ど
の
由
緒
を
記
し
た
写
な
ど
、
持
っ
て
い
る
も
の
は
残
ら
ず
藩
に
差
し
出
す
よ
う
に
。
②今回、差し出さずに、以後、これらの系図文書を証拠にいろいろ申し立てても、取り上げない。
③したがって、正文か、写しかということは、かまわないので、すべて差し出すように心得る事。
④系図文書を今回差し出し、藩の記録所で写し終わったら、返却をする。藩が召し上げることはな
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
所
持
し
て
い
る
も
の
を
差
し
出
す
よ
う
に
。
⑤
系
図
文
書
が
な
く
て
も
、
先
祖
の
家
筋
の
由
緒
・
家
伝
が
あ
る
者
は
、
詳
し
く
書
き
付
け
て
差
し
出
す
よ
う
に
。
大
島
代
官
右
之
通
被
仰
渡
候
問
、
奉
得
其
意
、
右
品
々
待
合
候
者
ハ
、
可
差
出
候
。
尤
問
切
中
江
右
躰
ノ
物
、
無
之
候
ハ
、
、
其
旨
可
有
申
渡
候
。
以
上
。
宝
永
三
年
戌
十
一
月
十
八
日
川上孫右衛門（印）
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⑥
寺
社
の
ほ
う
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
島
中
に
申
し
渡
し
、
滞
り
な
く
差
し
出
す
よ
う
に
し
、
書
付
を
取
り
揃
え
、
代
官
の
「
付
状
」
を
も
っ
て
差
し
出
す
こ
と
。
（左｝
こ
れ
を
受
け
て
、
大
島
代
官
の
川
上
孫
右
衛
門
が
与
人
ら
に
充
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
、
間
切
中
に
系
図
文
書などがない場合は、ないということを申し出ることなど、系図・古記録等の差し出しを徹底している。
都
成
は
、
こ
の
「
申
渡
」
の
大
枠
を
、
現
段
階
で
未
掌
握
の
「
大
島
政
典
録
」
か
ら
と
し
て
提
示
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
申
渡
」
史
料
の
前
文
で
、
根
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
「
宝
永
三
年
、
島
民
ガ
所
持
セ
ル
系
図
及
文
書
ヲ
取
揚
ゲ
、
記
録
奉
行
一
一
於
テ
之
ヲ
焼
棄
シ
タ
リ
、
蓋
シ
本
郡
古
代
ノ
事
迦
ヲ
記
シ
タ
ル
文
書
ナ
キ
ハ
之
レ
ガ
為
ナ
リ
」
と
自
分の結論を述べた。つまり、①一七○六（宝永一一一）年一○月二○日の藩取次役から大島代官宛、つい
で
そ
れ
を
受
け
た
十
一
月
十
八
日
付
代
官
よ
り
の
系
図
差
出
の
「
申
渡
」
史
料
を
提
示
し
て
、
系
図
を
焼
き
棄
て
た
と
いう。②そのことが、奄美諸島に古記類の文書がない理由であること、③その結果は、「系図及ビ文
書ヲ取揚ゲテ種族ノ階級ヲ破」と主張する。都成の「階級ヲ破」という事の意味は、島の役人を「百
（３） 
姓
」
と
し
た
事
を
示
す
と
考
え
る
。
その後の奄美諸島史に関するほとんどの諸本は、それ以上の検討をしないまま、系図焼棄論を前提
に
歴
史
を
解
釈
し
て
い
た
。
奄
美
諸
島
史
に
お
け
る
中
心
的
な
命
題
で
あ
る
系
図
差
し
出
し
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
理
解
が
一
九
○
○
年
代
ま
で
奄
美
諸
島
の
市
町
村
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
８ 
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琉
球
で
は
、
一
六
八
九
（
康
煕
二
八
・
元
禄
一
一
）
年
に
、
系
図
座
が
設
置
ざ
れ
王
府
か
ら
家
譜
の
提
出
が
命
じ
ら
れ
、
士
族
と
百
姓
の
二
大
身
分
が
確
立
し
て
き
た
。
そ
の
事
は
、
い
わ
ゆ
る
琉
球
支
配
下
の
奄
美
諸
島
の
「
古
琉
球
」
時
代
は
、
も
と
も
と
系
図
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
一
七
一
一
一
○
（
雍
正
八
・
享
保
一
五
）
年
「
系
図
座
規
模
帳
」
は
「
覚
一
御
当
国
往
昔
は
氏
名
・
名
乗
・
系
録
無
之
、
諸
事
之
日
記
も
取
失
」
と
、
系
図
は
な
く
、
諾
（４） 
事
の
日
記
も
取
失
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
薩
摩
藩
統
治
下
と
な
っ
た
奄
美
諸
島
の
系
図
等
差
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
奄
美
諸
島
与
人
自
ら
の
「
訴
訟
」
（
お
願
い
．
訴
え
）
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
と
藩
命
に
よ
る
も
の
こ
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
ま
ず
、
藩
命
以
外
の
系
図
差
し
出
し
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ただ、「名瀬市誌』上巻（一九六八年三月）は、「古文書隠滅策」（「とりあげ」政策）としつつ、島
民
へ
の
支
配
体
制
が
確
立
し
、
島
役
人
の
土
豪
的
意
識
、
島
津
家
と
の
系
列
意
識
が
不
要
に
な
っ
た
た
め
の
「
文
書
隠
滅
」
つ
ま
り
、
身
分
制
と
の
関
係
で
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
他
の
町
村
誌
と
は
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「隠滅」という理解は残っている。
二
島
役
人
与
人
に
よ
る
系
図
差
し
出
し
「
披
露
」
、
「
訴
訟
」
の
理
由
奄美諸島の系図焼棄論と『奄美史談」の背景９ 
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１
、
貞
享
五
年
、
徳
之
島
の
「
政
家
系
図
」
と
「
義
家
系
図
」
琉
球
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
首
里
之
主
を
始
祖
と
す
る
義
家
系
図
に
よ
る
と
、
「
千
時
、
貞
享
五
辰
六
月
大
島
慶
左
衛
門
殿
御
在
島
之
殉
、
一
類
手
広
有
之
由
、
被
聞
召
、
系
図
御
調
、
御
家
老
衆
新
納
又
左
衛
門
殿
へ
被
為
掛
御
目
候
処
、
珍敷類中広有之由、御褒美之御返礼慶左衛門殿ヨリ古仲方へ被下之二付、系図二添置者也」とある。
義
家
、
政
家
同
文
の
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
｜
族
は
有
力
者
と
い
う
こ
と
で
、
一
六
八
八
（
貞
享
五
、
九
月
よ
り
元
禄
元
年
）
に
徳
之
島
代
官
の
大
島
慶
左
衛
門
が
、
系
図
を
調
べ
家
老
へ
も
お
目
に
か
け
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
有
力
一
族
と
い
う
事
で
、
返
礼
と
し
て
褒
美
を
古
仲
に
下
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
系
図
に
添
置
い
た
と
あ
る
。
そ
の
後
の
系
図
記
載
に
つ
い
て
「
但
書
」
に
よ
る
と
、
虫
喰
と
字
形
が
確
か
で
な
く
、
子
孫
も
多
く
な
っ
た
の
で
自
分
た
ち
で
書
き
加
え
る
事
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
義
家
ま
た
は
政
家
は
、
一
七
一
一
一
（
正
徳
一
一
）
年
春
か
ら
二
年
間
、
徳
之
島
代
官
所
勤
務
で
あ
る
附
役
の
木
上
清
左
衛
門
に
一
七
一
三
（
正
徳
一
二
）
年
「
相
頼
改
置
」
い
た
と
あ
る
。
こ
の
藩
士
の
附
役
木
上
清
左
衛
門
へ
依
頼
を
す
る
と
い
う
事
か
ら
し
て
、
藩
が
一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
に
系
図
を
差
し
出
さ
せ
焼
棄
し
た
と
い
う
状
況
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
事
例
は
、
義
家
、
政
家
に
系
図
が
一
七
○
六
（宝永一一一）年以後も歴代存在していたことを示す。さらに虫喰と出生が多人数となったため、明治九
年
五
月
に
木
場
善
兵
衛
に
頼
み
「
改
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
系
図
の
取
り
上
げ
・
焼
棄
と
い
う
事
を
「
史
（５） 
実」としては読み取れない状況を示していると一一一一口えよう。
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２
、
元
禄
四
年
、
喜
界
島
上
国
与
人
所
有
「
文
献
」
の
藩
主
へ
の
「
棒
」
、
披
露
薩
摩
統
治
以
後
、
一
六
九
一
（
元
禄
四
）
年
か
ら
一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
ま
で
、
与
人
は
毎
年
上
国
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
経
費
の
節
減
と
い
う
表
向
き
の
理
由
で
、
上
国
は
御
慶
事
等
の
場
合
に
行
う
と
上
国
時
期
は
不
定
期
に
な
り
、
制
限
さ
れ
た
。
「金樽一流系図」によると、「元禄四年…郡志頭奉願御目見之事、捧所笥蔵之於文献三通。一通ハ御
證
文
、
一
通
ハ
知
行
目
録
、
一
通
ハ
喜
界
島
置
目
御
条
書
也
」
と
あ
る
。
’
六
九
一
（
元
禄
四
）
年
、
大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
か
ら
与
人
が
上
国
し
た
。
喜
界
島
か
ら
は
川
峰
村
居
住
の
与
人
郡
志
頭
で
あ
っ
た
。
他
島
は
史
料
上
不
明
で
あ
る
が
、
喜
界
島
の
郡
志
頭
は
、
藩
主
へ
の
御
目
見
を
願った際、「笥蔵」する「文献一一一通」を「棒」げた。その三通は、「御證文」、慶長一八年の藩家老か
ら
の
「
知
行
目
録
」
や
元
和
九
年
の
「
喜
界
島
置
目
条
々
」
で
あ
る
。
御
證
文
と
い
う
の
は
、
琉
球
王
か
ら
の
辞
令
書
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
八
月
一
○
日
の
御
目
見
は
、
藩
主
が
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
の
で
実
現
し
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
本
丸
で
佐
（６） 
多豐州、王に御目見した。このばあいの古記録提出は、藩、王に御目見するための身分を明らかにするた
めの、「披露」の性格が考えられる。
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Ｓ
、
元
禄
八
年
、
奄
美
諸
島
与
人
か
ら
の
系
図
差
し
出
し
大和浜の「和家文書」によると、一五一一九（嘉靖八）年一一一月二五日、’五七一一（隆慶六）年正月
一
八
日
、
一
五
七
九
（
万
暦
七
）
年
五
月
五
日
付
の
琉
球
王
か
ら
の
辞
令
書
三
点
、
ま
た
、
薩
摩
藩
家
老
名
の
一
六
一
一一一（慶長一八）年九月一一四日付の「知行目録」一点、一六一一三（元和九）年閏八月一一五日付の「大島
置目条々」｜点の計五点を、一六九五（元禄八）年、大島代官伊地知五兵衛へ「差出」した。
－７） 
その後、文書一点ごとに以下の文一一一口が記載されている。
つ
ま
り
、
文
書
五
点
を
和
家
は
「
訴
訟
」
の
た
め
大
島
代
官
伊
地
知
代
官
へ
差
し
出
し
、
勤
務
を
終
え
た
伊
地
知
大
此
本
書
之
儀
、
依
訴
訟
に
中
原
伊
兵
衛
殿
へ
御
取
次
に
て
差
上
置
候
間
、
写
如
此
に
候
以
上
大
島
先
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
印
元
禄
九
年
子
九
月
十
八
日屋喜
内
川
地
一渡）
士
連
佐
渡
知
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島
先
代
官
は
中
原
伊
平
衛
へ
取
次
ぐ
、
つ
ま
り
「
差
上
置
」
い
た
。
そ
し
て
、
差
し
上
げ
置
い
た
写
し
を
、
和
家
の
川
内
と
東
問
切
渡
連
の
与
人
職
で
あ
っ
た
佐
渡
地
へ
一
六
九
六
（
元
禄
九
）
年
九
月
一
八
日
付
で
返
却
し
た
こ
と
を
述
べ
と
こ
ろ
で
こ
の
与
人
が
系
図
差
し
出
し
を
し
て
返
却
き
れ
た
の
は
、
和
家
だ
け
で
は
な
く
、
奄
美
諸
島
全
体
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
一
七
二
（
正
徳
元
）
年
八
月
、
島
役
人
が
金
・
銀
譽
を
し
て
い
る
歴
史
的
経
過
を
述
（８） 
べている文雲已の中にある。
て
い
る
。（前
略
）
島
中
ノ
御
捷
書
・
御
家
老
様
御
判
物
ノ
御
直
書
頂
戴
仕
候
、
右
由
緒
ノ
儀
ハ
、
大
島
ニ
テ
右
ノ
子
孫
共
代
々
与
人
役
無
断
絶
相
勤
来
候
者
共
ヨ
リ
御
訴
訟
申
上
候
趣
二
付
、
元
禄
八
年
亥
五
月
大
島
御
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
殿
御
差
上
置
被
成
候
、
御
家
老
様
御
判
物
之
御
書
付
、
若
御
見
合
ニ
モ
可
罷
成
儀
御
座
侯
ハ
、
、
五
兵
衛
殿
御
取
次
ニ
テ
差
上
置
候
写
、
所
持
仕
居
申
候
（
後
略
）
正
徳
元
卯
沖
永
良
部
島
与
人
平
永
山
八
月
日
喜
界
島
与
人
徳
ノ
島
右
同
真
佐
知
儀
問
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この文書中に、若し、御徒書、御家老様御判物の御書付をよく検討し判断するのであれば、一六九
五
（
元
禄
八
）
年
に
大
島
御
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
取
次
で
差
し
出
し
置
い
た
「
写
」
を
「
所
持
仕
居
申
候
」
、
つ
ま
り
奄
美
諸
島
の
与
人
ら
は
所
持
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
点
で
、
一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
の
系
図
差
し
出
し
の
写
し
は
、
焼
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
年
の
系
図
差
し
出
し
の
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
伊
地
知
が
こ
の
系
図
差
し
出
し
と
写
し
を
返
却
し
た
と
い
う
文
言
の
背
景
は
、
薩
摩
藩
の
奄
美
諸
島
民
に
対
す
る
身
分
編
成
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
まず、一六一一三（元和九）年八月一一五日付で、藩は「大島置目条々」により琉球統治時代の位階制
を
示
す
「
鉢
巻
」
を
琉
球
か
ら
「
ゆ
る
し
取
る
」
こ
と
を
禁
じ
た
。
その一一一年後の一六一一一五（寛永一一一）年から宗門手札改めが実施された。一六九五（元禄八）年の
伊
地
知
大
島
代
官
以
前
ま
で
に
一
○
回
の
宗
門
手
札
改
め
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
○
回
の
ど
の
年
代
か
不
明
だ
が
、
与
人
ら
奄
美
諸
島
の
役
人
は
百
姓
身
分
と
し
て
手
札
に
記
載
さ
れ
た
。
その記述が一七一一一一一（享保八）年五月二六日付の大島間切与人一一一一人の訴中（「乍恐奉追訴候口上
大
島
与
人
麻
呂
父
仁
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覚」）に、「其後初て手札御改被仰渡候節、手札裏二御奉公人と百姓之分ケ相替御座候段、遠島之所故
無案内――て其殉御訴訟不申上、諸百姓一同之在郷之手札申受数年ほど過候て驚入仕為有之由申伝御座
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
諸
百
姓
」
と
同
じ
手
札
を
申
し
受
け
た
が
、
手
札
裏
に
「
藩
奉
公
人
」
と
「
百
姓
」
と
区
別するということを、遠島のため内容が分からず「数年」を経て「百姓身分」となった事がわかり驚
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
この文書とともに、一七二○（享保五）年と考えられる「案文」がある。与人や他の役人が金・銀
讐
を
挿
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
意
向
も
含
ん
だ
由
来
調
べ
の
申
上
書
で
あ
る
「
口
上
書
」
の
案
文
で
あ
る
。
文
中に「一一拾五ヶ年前之亥年、御代官伊地知五兵衛様御取次ニテ」という文一一一一口がある。それは逆算する
と前述した代官伊地知の系図・古記録取次いだ一六九五（元禄八）年から一一十五年後は、’七一一○年
（９） 
を
さ
す
。
同
年
九
月
四
日
に
徳
之
島
か
ら
も
金
・
銀
譽
に
関
す
る
願
書
が
藩
へ
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
い
っ
て
も
以
下
に
提
示
す
る
案
文
は
、
一
七
二
○
年
の
も
の
と
し
て
よ
い
。
この案文は、最初の宗門手札改め以後、百姓身分となったことを知った年代について、「二、’一一拾
年」後としている。’一一年後の一七一一三（享保八）年「乍恐奉追訴候口上覚」には「数年」と訂正され
て
い
る
が
、
与
人
層
の
動
き
が
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
其
後
多
年
間
有
之
、
初
て
手
札
表
御
取
訳
御
座
候
段
、
遠
島
之
故
一
同
之
在
郷
手
札
申
受
来
漸
一
一
、
三
拾
年
程
過
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先の一七二一一一（享保八）年五月一一六日付と合わせて解釈をする。
ここでは、①（一六二一一一・元和九年、琉球からの鉢巻を「停止」された以後）多年を経て宗門手札
改
め
が
あ
っ
た
事
、
②遠島であったため「一一、一一一○年」後、三年後に修正された「数年」後に百姓同一の「在郷手札」
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
り
驚
い
た
。
③
そ
の
変
更
を
重
要
な
事
で
あ
る
と
し
て
当
時
の
代
官
へ
い
ろ
い
ろ
訴
え
た
が
対
応
せ
ず
、
代
官
は
訴
え
を
召
し
留
④
上
国
の
時
に
藩
主
へ
御
目
見
が
で
き
る
こ
と
は
冥
加
至
極
で
あ
る
が
、
内
実
は
百
姓
と
同
じ
様
に
な
り
、
先
祖
以
来の「由緒」も取失った（鉢巻き停止）。
めた。 候
て
承
伝
驚
入
仕
合
御
座
候
間
、
御
取
訳
被
下
度
候
旨
、
段
々
御
訴
申
上
候
得
共
、
重
立
候
御
訴
訟
―
―
て
候
間
、
此
節
も
見
合
申
上
候
様
二
は
時
々
其
節
之
御
代
官
様
よ
り
被
召
留
置
候
。
近
年
ハ
私
共
役
目
之
者
被
召
登
難
有
御
目
見
被
仰
渡
誠
二
以
身
二
余
冥
加
至
極
奉
存
候
。
然
共
内
々
二
は
百
姓
同
輩
二
罷
成
、
先
祖
以
来
之
由
緒
も
取
失
、
別
て
嘆
入
奉
存
候
二
付
、
私
共
同
役
之
内
よ
り
二
拾
五
ヶ
年
前
之
亥
年
、
御
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
様
御
取
次
一
一
テ
御
訴
申
上
候
得
共
、
終
二
は
御
取
揚
無
御
座
候
二
付
、
百
姓
共
究
て
同
輩
二
存
居
申
候
二
付
、
適
々
御
用
向
一一付、下知仕候儀共も心得違二て畏兼申事も間々御座候。
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⑤
「
私
ど
も
同
役
（
与
人
役
）
」
の
内
よ
り
、
二
五
年
前
の
亥
年
（
元
禄
八
）
年
、
大
島
代
官
、
伊
地
知
五
兵
衛
の
取
り
次
ぎ
で
訴
え
た
が
取
り
上
げ
に
な
ら
ず
、
百
姓
と
同
輩
と
な
っ
た
。
⑥そのため、（与人らの主張として）百姓が与人らの下知を心得違いをして敬意を払わないことも
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
、
伊
地
知
代
官
取
次
ぎ
で
、
与
人
職
を
含
め
「
百
姓
身
分
」
と
さ
れ
た
事
へ
の
（、）
「訴訟」（訴え・お願い）をした。その際、古記録文臺曰を差し出したという。
つ
ま
り
、
先
に
引
用
し
た
和
家
文
書
の
「
此
本
書
之
儀
、
依
訴
訟
に
中
原
伊
兵
衛
殿
へ
御
取
次
に
て
差
上
置
候
間
、
写
如
此
に
候
以
上
、
大
島
先
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
印
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
訴
訟
」
の
際
に
提
出
し
た
古
記
録
等
の
写
し
を
伊
地
知
が
元
禄
九
年
九
月
十
八
日
に
、
与
人
佐
渡
知
ら
へ
返
却
し
た
と
い
う
文
書
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
訴
訟
」
の
写
し
の
古
記
録
が
奄
美
諸
島
の
他
の
島
役
人
へ
返
却
さ
れ
た
事
は
、
前
述
し
た
一
七
二
（
正
徳
元
）
年
八
月
の
文
書
で
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
元
禄
八
年
系
図
等
差
し
出
し
の
場
合
は
、
「
私
共
同
役
之
内
」
よ
り
と
あ
る
か
ら
、
奄
美
諸
島
の
与
人
職
が
差（Ⅱ） 
し出した事になる。元禄八年当時の与人数ははっきりしないが、’一八から四二名以内と考えられる。
知
行
目
録
、
置
目
条
々
そ
の
他
の
古
記
録
、
特
に
辞
令
書
は
個
人
ご
と
に
か
つ
何
代
に
も
わ
た
る
の
で
枚
数
は
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
、
写
し
な
ど
で
返
却
さ
れ
て
い
る
。
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４
享
保
六
年
の
藩
「
指
図
」
、
享
保
一
三
年
「
規
模
帳
」
の
系
図
等
差
し
出
し
規
制
こ
れ
ま
で
、
系
図
・
古
記
録
・
文
書
差
し
出
し
は
、
代
官
の
求
め
に
応
じ
た
「
披
露
」
や
公
的
役
割
と
し
て
上
国
し
た
時
の
身
元
確
認
の
た
め
の
「
棒
」
に
よ
る
披
露
、
奄
美
諸
島
全
体
の
与
人
ら
の
役
職
身
分
確
保
の
「
訴
訟
」
の
た
め
の
差
し
出
し
と
い
う
性
格
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
下
は
、
逆
に
藩
が
系
図
、
文
書
等
の
差
し
出
し
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
全
域
か
ら
与
人
、
「
御
奉
公
人
」
身
分
保
持
の
願
い
は
、
最
終
的
に
一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
の
「
訴
訟
」
で
も
覆
ら
な
か
っ
た
。
以
後
、
こ
の
点
で
の
「
訴
訟
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
は
、
与
人
層
が
、
「
百
姓
」
身
分
と
い
う
理
解
を
甘
受
し
た
事（皿）
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
島
内
部
の
島
役
人
層
の
行
動
に
つ
い
て
、
一
七
一
一
一
（
享
保
一
ハ
）
年
に
以
下
の
指
図
が
あ
る
。
一
島
与
人
ノ
儀
ハ
別
テ
懇
望
二
存
候
付
、
近
年
ハ
鹿
児
島
へ
申
越
、
才
覚
ヲ
求
致
懇
望
島
モ
有
之
、
不
届
ノ
至
候
、
右
体
ノ
儀
ハ
為
代
官
被
遣
置
見
合
ヲ
以
申
出
候
上
、
遂
吟
味
相
応
ノ
者
へ
申
付
事
ニ
テ
候
処
、
鹿
児
島
へ
直
二申越致懇望儀不宜事二候条、向後鹿児島へ申越才覚ヲ以致懇望候者へハ与人役申付間敷候条、
右
ノ
通
可
申
越
旨
、
弾
正
殿
御
指
図
ニ
テ
候
、
已
上
、
卯
五
月
廿
八
日
和田次兵衛
喜
界
島
代
官
南
雲
順
右
衛
門
殿
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こ
の
規
制
の
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
役
職
が
同
一
族
で
占
め
ら
れ
て
い
た
事
や
下
か
ら
の
推
挙
（
実
際
は
門
閥
か
ら
）
で
決
め
ら
れ
て
い
た
制
度
が
崩
さ
れ
て
き
て
い
る
事
の
反
映
が
あ
る
。
藩
の
奄
美
諸
島
民
す
べ
て
を
平
百
姓
に
す
る
と
い
う
身
分
編
成
政
策
に
対
応
し
た
島
の
役
人
層
の
行
動
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
規
制
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
その際、「本琉球支配之節儀を、今以申上候儀」の者があるということは、そのための証明、根拠を
提出していたと考えられる。その一つとして系図、辞令書等の古記録、文書を提出していたことが十
分考えられる。
一旧）
規定があう●。
つまり、近年は与人職を求めて、鹿児島まできて懇望する島もある。不届きであるので、代官が吟
味した上で藩へ申し出て、相応の人物を与人職に申付けること、また、今後は島から鹿児島へ来て懇
望
す
る
行
動
を
禁
ず
る
と
い
う
。
さらに、これまでの規定・法令を含めた「大島規模帳」が、’七一一八（享保一一一一）年一二月一五日
に出された。その中にも、「惣て当時筋目之申立可為無用候、本琉球支配之節儀を、今以申上候儀ハ、
其遠慮可有之儀候、御蔵入一一成候てハ、皆百姓――て候間、役儀しらべ之節、可有其心得事」と同様な
ｓ、郷士格取り立ての名字決定時、藩御記録所へ系図・由緒書等の差し出し
一七二六（享保一一）年、大島の田畑佐文仁が田畑開墾の功績で代々外城衆中格（後、郷士格）と
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な
っ
た
。
以
後
、
一
七
五
二
（
宝
暦
一
一
）
年
、
喜
界
島
の
澄
江
宮
里
が
通
事
職
の
功
績
で
一
代
郷
士
格
、
一
七
六
一
（
宝
暦
一
二
年
、
徳
之
島
の
砂
守
嶺
澄
が
砂
糖
黍
増
産
の
技
術
的
貢
献
で
代
々
郷
士
格
と
な
っ
た
。
次
に
郷
士
格
に
取り立てられたのは、一七八一一一（天明一一一）年一一一月三日の東問切篠川村の實雄であった。芝姓が許可
さ
れ
、
芝
實
雄
と
し
て
郷
士
格
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
詳
細
な
史
料
が
あ
る
實
雄
の
郷
士
格
と
名
字
決
定
の
経
過
を
例
に
取
る
と
、
ま
ず
、
郷
士
格
取
立
と
名
字
を
用
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
次
に
芝
名
字
を
用
い
た
い
旨
申
し
出
た
ら
、
名
字
に
つ
い
て
は
御
記
録
所
が
吟
味
す
る事になっていた。
そ
の
時
、
御
記
録
所
か
ら
「
家
之
系
図
・
由
緒
書
差
出
候
様
」
に
仰
渡
さ
れ
、
長
子
の
実
統
が
御
記
録
所
へ
持
ち
登
っ
た
。
し
か
し
、
「
系
図
等
御
当
地
（
鹿
児
島
）
え
持
登
不
申
」
と
、
居
住
地
の
篠
川
か
ら
持
参
し
て
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
経
歴
の
あ
ら
ま
し
の
申
し
立
て
で
よ
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
郷
士
格
取
立
時
の
名
字
決
定
で
も
系
図
・
由
緒
書
等
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
若
、
家
之
系
図
御
用
等
御
座
候
ハ
バ
、
罷
下
り
、
来
春
便
よ
り
差
上
度
御
座
候
」
と
実
統
が
述
べ
て
い
る
事
は
、
系
図
等
が
居
住
地
（Ｍ） 
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
系
図
等
が
焼
棄
さ
れ
た
と
い
う
「
奄
美
史
談
』
が
述
べ
る
一
七
○
一
ハ
（
宝
永
三
）
年
以
後
も
、
芝
家
は
居
住
地
の
篠
川
村
に
、
系
図
等
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
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これまで系図等の差し出しについて、奄美諸島与人自らの「訴訟」（お願い．訴え）やそれに類す
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
の
背
景
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
改
め
て
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
’
六
○
九
（
慶
長一四）年の奄美諸島・琉球侵攻以降、統治体制を整備してきた。その中に、与人の
上国制度があった。それは一六九一（元禄四）年から一五年間は毎年であった。その際、藩へ系図・
古記録等を「棒」げた。それは、上国与人の身元確認という性格であったと考える。
さらに、一六一一一一一（元和九）年八月の琉球から「鉢巻」を「ゆるし取る」ことの禁止。また、宗門
手札改めが一六一一一五（寛永一二）年以降に実施された。今のところどの年代の宗門手札改めかは不明
であるが、与人ら奄美諸島の役人は百姓身分とされた。そのことを知ったのは、宗門手札改めがなさ
れた「数年」後であった。それは「重立」たるため、しばしば再検討の「訴訟」を当時の代官へお願
いしたが取り上げられず、一六九五（元禄八）年になって、前年までの大島代官であった伊地知五兵
衛が取り上げた。その際に差し出した系図・古記録の写しが奄美諸島の与人に返却された。伊地知五
兵衛への訴訟でも百姓身分は変更されなかった。この伊地知への訴訟が最終的な百姓身分変更の訴訟
であった。
その後、
三
鉢
巻
、
管
、
宗
門
手
札
改
め
、
御
目
見
、
身
分
編
成
に
つ
い
て
島
役
人
が
金
・
銀
の
管
を
挿
し
て
い
る
こ
と
や
朝
衣
着
用
の
由
来
に
つ
い
て
も
調
べ
が
内
々
あ
り
、
’
七
皿
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た
○ この
よ
う
に
藩
は
島
役
人
を
百
姓
身
分
に
編
成
、
金
・
銀
讐
や
服
装
に
対
す
る
規
制
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
変
更
を
願
っ
た
際
に
島
役
人
は
系
図
・
古
記
録
を
差
し
出
し
て
き
た
が
、
与
人
ら
の
要
望
は
基
本
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
つ
二
（
正
徳
元
）
年
八
月
ご
ろ
四
島
の
与
人
が
、
従
来
通
り
の
金
・
銀
讐
使
用
を
で
き
る
よ
う
に
願
い
、
そ
の
由
来
に
ついて申し上げている。また、’七二○（享保五）年九月四日には徳之島与人が、また、同年と考え
ら
れ
る
「
口
上
覚
」
の
案
文
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
大
島
与
人
か
ら
金
・
銀
答
を
従
来
通
り
着
用
で
き
る
よ
う
に
申
し上げた。しかし、結果は、大島へは同年一○月一二日付で、徳之島へは同年一○月一一一一日付で与人｛旧）
の金管、横目らの銀管を挿すことを錘示止し、真鐡の管をするように、また絹布着用の禁止がなされた。
それに対して前述の一七一一一一一（享保八）年五月二六日付「乍恐奉追訴候口上覚」で、大島与人一一一一
人
が
従
来
通
り
の
讐
使
用
を
願
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
藩
の
身
分
編
成
政
策
に
あ
っ
て
、
与
人
は
し
ば
し
ば
「
訴
訟
」
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
宗
門
手
札
改めに示された百姓身分については、藩内部の文書は不明であるが一七一一八（享保一三）年一一一月一
五
日
「
大
島
規
模
帳
」
に
も
反
映
さ
れ
「
御
蔵
入
一
一
成
侯
て
ハ
、
皆
百
姓
一
一
て
候
間
」
と
島
民
に
対
し
て
明
文
化
さ
れ
五
日
Ｚ
てきた。
しかし、一方、’七一一○（享保五）年と一七二一一一（享保八）年の与人の「訴訟」、「申上」の文書
に、藩主に対する「御目見」の事が記載されている。百姓身分とぎれた与人に対して藩主への「御目
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見
」
が
近
世
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
事
は
、
特
異
な
事
例
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
御
目
見
に
つ
い
て
触
れ
る
。
奄
美
諸
島
か
ら
上
国
し
た
与
人
は
、
藩
主
へ
献
上
物
を
持
参
し
御
目
見
し
、
返
礼
と
し
て
藩
主
か
ら
品
物
を
賜
っ
て
い
る
。
「
笠
利
氏
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
一
六
九
二
（
元
禄
五
）
年
に
上
国
し
た
与
人
為
壽
は
、
同
年
九
月
四
日
に
、
取
次、家老、組頭衆、御用人ら「列席」の下、藩主綱貴に御目見し、白紙百帖を拝領している。’八二
一一一（文政六）年の事例でも、徳之島の与人道統らが島津重豪の「御慶事」で上国を命じられ、九月九
日に「御三家、其外御役人様方御目見、引次、大島・喜界島・徳之島・沖永良部島与人、順々御目見
（肥）
被仰付」、拝領物もあった。
このように、奄美諸島の与人は、藩主への御目見と拝領物があった。しかし、同じ島蝋で例えば黒
島
か
ら
の
御
慶
事
上
国
の
場
合
、
郷
士
身
分
の
庄
屋
職
は
上
国
を
許
さ
れ
て
い
る
が
「
御
目
見
等
無
之
」
と
先
例
規
定
（、）
が
あ
り
、
士
身
分
で
あ
り
な
が
ら
庄
屋
は
御
目
見
は
で
き
な
か
っ
た
。
七
島
で
は
郡
司
は
御
目
見
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
奄
美
諸
島
の
場
合
、
士
身
分
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
与
人
職
は
御
目
見
が
で
き
た
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
奄
美
諸
島
で
は
、
上
国
制
度
が
実
施
さ
れ
て
以
来
の
「
御
目
見
」
が
、
百
姓
身
分
と
さ
れ
て
も
継
続
さ
れ
て
き
た
。
それは、奄美内部の惣百姓化という身分編成との関係で、藩が「御目見」の政策を取っていたと考
え
ら
れ
る
。
奄
美
諸
島
の
与
人
は
、
百
姓
身
分
に
な
り
、
そ
の
う
え
金
・
銀
讐
が
着
用
で
き
な
い
と
奄
美
諸
島
内
部
で
統
治
上
の
指
示
が
う
ま
く
行
か
ず
、
ま
た
、
対
面
が
保
た
れ
な
い
の
で
替
に
つ
い
て
は
元
に
戻
す
事
を
訴
え
て
い
た
。
そ
の
時
の
訴
え
に
、
御
祝
儀
・
御
慶
事
で
上
国
の
際
「
御
目
見
」
に
つ
い
て
、
与
人
は
「
誠
二
以
冥
加
至
極
」
と
感
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奄
美
諸
島
の
与
人
の
系
図
に
は
、
「
御
領
国
中
一
統
系
図
改
被
仰
付
」
、
つ
ま
り
藩
命
に
よ
る
系
図
改
Ⅱ
差
し
立
て
が
あ
り
、
「
喜
志
統
親
方
系
譜
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
謝
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
御
目
見
は
島
内
で
与
人
の
権
威
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
反
映
が
あ
っ
て
、
百
姓
身
分
で
も
御
目
見
が
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
｜
般
に
藩
主
へ
の
御
目
見
は
、
家
臣
に
と
っ
て
栄
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
藩
内
出
水
郷
士
、
伊
藤
四
郎
左
衛
門
の
一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
七
月
二
九
日
の
文
書
に
は
、
藩
主
へ
の
御
目
見
を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
御
目
見
を
許
さ
れ
て
い
る
。
「
右
は
我
等
迄
四
代
引
続
御
目
見
被
仰
付
別
て
難
有
次
第
奉
存
候
」
と
御
目
見
は
四
代
続
く
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
家
系
と
し
て
今
後
い
ろ
い
ろ
言
わ
ず
「
諸
事
入
念
」
、
変
わ
ら
ず
に
進
上
物
も
い
た
し
て
「
油
断
有
之
間
敷
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
郷
士
で
郷
の
最
高
位
の
「
あ
つ
か
い
」
職
で
あ
る
伊
藤
家
が
御
目
見
す
る
こ
（旧）
と
が
で
き
る
と
い
う
事
を
非
常
に
栄
誉
な
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
四
藩
命
に
よ
る
奄
美
諸
島
全
体
へ
の
系
図
・
文
書
差
し
出
し
○
元
禄
六
年
、
同
十
年
、
宝
永
四
年
、
御
領
国
中
一
統
系
図
改
被
仰
渡
、
古
来
之
文
書
系
図
自
家
其
外
琉
球
以
来
之人々代官伊地知五兵衛取次差上之故、古系図無之、惣而大和御記緑所江納置処也
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元
禄
六
年
の
大
島
代
官
は
村
田
半
（
伴
）
助
で
あ
っ
た
が
、
死
去
に
よ
り
元
禄
七
年
五
月
か
ら
喜
界
島
代
官
伊
地
知
五
兵
衛
が
大
島
代
官
を
兼
任
、
翌
年
元
禄
八
年
に
大
島
代
官
専
任
と
な
っ
て
い
る
。
〈⑱）
また、元禄八年が、前掲の「和家文室曰」や「大島要文集」の差し出し年代と一致している。
「
元
禄
六
」
（
元
禄
八
の
誤
）
年
の
大
島
代
官
伊
地
知
へ
の
系
図
差
し
出
し
を
、
藩
命
と
理
解
し
て
い
る
の
は
、
元
禄
八
年
に
は
奄
美
諸
島
全
域
の
与
人
の
系
図
差
し
出
し
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
島
代
官
伊
地
知
が
取
次
ぎ
を
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
明
確
に
で
き
る
藩
命
は
、
一
六
九
七
（
元
禄
一
○
）
年
と
一
七
○
六
（
宝
永
三）年である。
時、大親嫡一
八年である。
藩命により一一一回にわたる系図改があったと言うが、元禄六年については、前掲、石上英一「古奄美
諸
島
社
会
史
料
研
究
の
予
備
的
考
察
」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
元
禄
八
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
原
史
料
不
明
で
あ
る
が
、
坂
口
徳
太
郎
『
奄
美
大
島
史
』
引
用
の
「
前
島
家
系
図
」
は
、
「
元
禄
八
年
亥
五
月
、
伊
地
知
五
兵
衛
殿
大
島
代
官
之
時
、
大
親
嫡
家
明
白
御
シ
ラ
ベ
之
節
、
御
取
次
ヲ
以
テ
鹿
府
江
差
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
代
官
伊
地
知
の
記
載
は
元
禄
１
、
鹿
児
島
の
火
災
と
元
禄
一
○
年
の
系
図
差
出
奄
美
諸
島
の
与
人
が
「
百
姓
」
身
分
を
覆
す
た
め
に
、
大
島
代
官
伊
地
知
へ
系
図
を
差
し
出
し
た
の
は
、
前
島
家
は
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一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
五
月
で
あ
っ
た
。
他
の
与
人
も
こ
の
頃
に
差
し
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
一
六
九
六
（
元
禄
九
）
年
四
月
二
四
日
に
鹿
児
島
は
大
火
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
武
士
屋
敷
五
四
か
所
の
八
五
四
軒
、
町
屋
敷
一
一
一
三
か
所
の
五
五
○
軒
が
焼
失
し
た
。
そ
し
て
、
系
図
・
古
記
録
を
納
め
て
い
る
記
録
所
は
、
「
｜
御
文
書
者
少
々
出
候
、
大
事
成
御
書
付
者
御
番
所
二
有
之
候
間
、
皆
共
一
一
出
し
申
候
、
御
領
国
中
家
改
二
付
系
図
文
書
出
置
候
人
々
、
此
節
皆
共
二
焼
失
申
候
、
横
山
之
系
図
も
右
通
出
置
焼
失
申
候
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
「
御
文
書
」
つ
ま
り
島
津
家
の
文
書
は
取
り
出
し
た
が
、
藩
内
の
家
改
で
系
図
文
書
を
差
し
出
し
置
い
た
（釦）
人
々
の
も
の
は
、
す
べ
て
焼
失
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
元
禄
八
年
五
月
ご
ろ
に
藩
へ
差
し
出
し
た
奄
美
諸
島
の
与
人
の
系
図
、
古
記
録
も
火
事
で
消
滅
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
藩
は
記
録
奉
行
に
命
じ
て
、
再
度
系
図
等
の
再
編
集
に
着
手
し
た
。
そ
れ
が
一
六
九
七
（
元
禄
一
○
）
年
の
「
喜
志
統
親
方
系
譜
」
に
あ
る
「
御
領
国
中
一
統
系
図
改
被
仰
渡
」
で
あ
る
。
藩
命
を
受
け
、
「
御
記
録
奉
行
肥
後
二
（
仁
）
右
衛
門
、
市
来
源
右
衛
門
外
城
廻
被
仰
付
、
系
図
・
文
書
・
古
書
付
相改預之、於御記録所写調」た。二手に分かれ、肥後は一一一月一一六日鹿児島を出立、薩州地域を分担し
｛皿）
八月一八日に帰着した。市来は日・隅を廻り、九月一一一ハ日に帰った。
こ
の
再
編
集
に
つ
い
て
奄
美
諸
島
で
の
具
体
的
動
向
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
藩
内
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、
肥
後
記
録
奉
行
の
場
合
、
大
口
で
は
「
御
記
録
奉
行
肥
後
二
右
衛
門
殿
、
諸
外
城
被
為
廻
、
寺
師
氏
之
古
目
録
差
出
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２
、
宝
永
三
年
、
藩
へ
の
系
図
差
し
出
し
令
こ
の
差
し
出
し
令
が
、
都
成
植
義
『
奄
美
史
談
』
の
系
図
焼
棄
認
識
の
根
拠
と
な
っ
た
。
先
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
「新・古に構わず、また藩の系図や記録の写などすべて差し出し」、「正文・写構わず差し出し」、「系
図無所持の者も新たに書きつけて差し出し」、「差し出した系図文書は写し終わったら返却する」、「差
し出さない系図・文書を基に種々申し立てても、取り上げない」、そして「代官の付状」をもっての
差
し
出
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
の
系
図
・
文
書
差
出
も
、
奄
美
諸
島
だ
け
で
は
な
く
藩
内
全
体
の
動
き
で
あ
っ
た
こ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
七
月
一
五
日
差
し
出
し
た
。
寺
師
家
は
「
｜
義
久
公
御
袖
判
領
分
目
録
二
通
、
天
正
廿
年
十
二
月
十
九
日
、
｜
知
行
目
録
一
通
、
慶
長
十
九
年
六
月
廿
七
日
、
一
加
増
知
行
名
寄
帳
一
冊
、
一
坪
付
一
冊
、
但
用
紙
八
枚、内一通ハ切紙、一同一冊、但用紙七枚」を渡した。そして寺師家は、「後代之證拠二成事一一候、
｜〃）
寺
師
氏
記
録
帳
二
可
書
載
候
」
と
そ
の
事
を
家
の
記
録
帳
に
記
載
し
て
い
る
。
御
記
録
奉
行
見
習
、
市
来
源
右
衛
門
の
場
合
は
、
六
月
二
五
日
、
都
城
御
記
録
方
町
客
屋
に
来
て
、
系
図
・
文
書
を
見分し、市来の印の「受取御出」の上、品々を受け取った。都城御記録方も「留帳いたし、持主之印
形
取
付
」
て
、
そ
の
「
留
帳
」
を
保
管
し
た
。
そ
の
後
、
市
来
ら
は
外
城
の
見
分
を
し
た
。
そ
の
系
図
は
、
「
新
・
古
一羽）
二
無
構
」
す
べ
て
提
出
さ
せ
て
見
分
し
、
必
要
な
も
の
を
選
ん
で
鹿
児
島
へ
運
ん
だ
。
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Ｓ
、
宝
永
三
年
系
図
差
し
出
し
に
対
応
し
た
奄
美
諸
島
宝
永
三
年
の
差
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
系
図
文
書
が
な
く
て
も
“
先
祖
の
家
筋
の
由
緒
・
家
伝
が
あ
る
者
は
“
詳
し
く
書
き
付
け
て
差
し
出
す
よ
う
に
」
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
奄
美
諸
島
で
は
翌
年
、
多
く
の
系
図
・
古
記
録
の
差
し
出
し
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
前掲石上英一「古奄美諸島社会史料研究の予備的考察」が、「宝永四年亥ノ四月十五日」に、志戸
と
は
、
前
掲
の
林
匡
「
薩
摩
藩
記
録
奉
行
市
来
家
年
に
つ
い
て
」
や
先
田
光
演
「
五
領
内
と
奄
美
に
出
さ
れ
た
系
図
差
出
令
」
急
藩
政
時
代
の
奄
美
支
配
政
策
』
私
家
版
）
の
事
例
で
明
ら
か
で
あ
る
。
藩
は
、
。
今
度
御
記
録
所
編
集
二
付
一
年
御
鯛
状
を
以
被
仰
渡
置
候
通
、
諸
士
其
外
下
々
二
至
迄
致
所
持
候
者
（割〉
’
二
月
中
二
可
差
出
旨
組
分
御
書
付
有
」
と
あ
る
よ
う
に
、
藩
内
へ
の
系
図
等
の
差
し
出
し
を
命
じ
た
。
こ
こ
で
は
新
た
な
事
例
を
一
点
提
示
す
る
。
鹿
児
島
の
「
大
重
家
万
書
附
覚
」
に
よ
れ
ば
「
一
宝
永
三
年
戌
七
月
、
従
御
記
録
所
御
組
取
二
付
、
系
図
井
文
書
御
改
有
之
」
と
い
う
こ
と
で
、
系
図
・
文
書
を
渡
し
て
い
る
。
御
記
録
所
筆
者
丸
野
六
兵
衛
が
請
取
、
写
し
た
後
の
一
一弱）
七○七（宝、水四）年一一月朔日、返下されている。
た
だ
、
奄
美
諸
島
に
つ
い
て
は
、
元
禄
の
系
図
写
し
の
返
却
史
料
は
あ
る
が
、
宝
永
三
年
差
し
出
し
系
図
の
返
却
の
仕
組
み
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
史
料
上
明
確
で
な
い
。
2８ 
Hosei University Repository
え
ら
れ
る
。
これによると、宝永年鑑（宝永三年と考えられる）、奄美諸島四島（与論島は沖永良部島に含む）
に
「
系
図
御
糺
」
が
あ
っ
た
。
芝
家
の
事
跡
を
表
し
た
系
図
も
「
御
記
録
所
御
帳
」
に
委
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宝
永
三
年
差
出
の
系
図
は
、
焼
棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
御
記
録
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
考
芝家が一七八三（天明一一一）年に郷士格に取り立てられ、名字決定に際し、御記録所が吟味する事に
な
っ
た
。
し
か
し
、
「
家
之
系
図
・
由
緒
書
」
は
居
住
地
の
篠
川
村
に
あ
る
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
の
文
書
を
提
出
し
（妬）
た
事
は
、
先
に
述
べ
た
。
そ
の
と
き
の
御
記
録
奉
行
の
「
御
噺
」
を
実
統
が
残
し
て
い
る
。
一通」と
討する。
桶
間
切
志
戸
桶
村
本
筆
子
の
岡
里
（
印
）
と
同
本
筆
子
、
三
好
（
印
）
が
、
「
辞
令
書
」
一
通
と
「
系
図
」
一
通
を
、
屋喜内間切須古村の元家の新垣、越来と伊栄波の一一一名連署で「宝永四年亥正月十一一一日」に「知行目録
一
通
」
と
「
系
図
一
通
」
を
差
し
出
し
た
写
し
が
存
在
し
て
い
る
事
を
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
新
た
に
芝
家
文
書
を
検
御
座
宝
永
年
鑑
之
次
節
、
四
島
共
二
系
図
御
糺
有
之
、
私
共
先
祖
與
々
瀬
留
よ
り
代
々
与
人
役
相
続
、
琉
球
御
支
配
之
剛全条申上候通、［］勤功一一実久方永々被下候趣、御記録所御帳二委ク相知候由、御噺二て
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し
か
し
、
系
図
焼
棄
論
や
煙
滅
策
が
成
立
し
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
な
ら
な
ぜ
、
今
日
ま
で
そ
の
認
識
が
続
い
て
いるのかということももう一つの検討する重要な柱である。それは、基本的には、歴史研究がそれを
前
提
と
し
て
き
た
事
が
あ
る
。
と
と
も
に
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
近
世
や
近
代
の
奄
美
諸
島
史
の
存
在
に
も
目
を
向
け
なければならない。そのためにまず、『奄美史談』と著者の都成植義について触れておきたい。
ま
た
、
芝
実
統
は
、
「
若
、
家
之
系
図
御
用
等
御
座
候
ハ
バ
、
罷
下
り
、
来
春
便
よ
り
差
上
度
御
座
候
」
と
居
住
地
に
写
し
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
、
系
図
・
古
記
録
差
し
出
し
に
つ
い
て
、
事
例
ご
と
に
、
ま
た
「
奄
美
諸
島
、
系
図
一
覧
表
（
稿
こ
を
作
成
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
系
図
焼
棄
論
は
成
立
し
な
い
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
奄
美
諸
島
の
系
図
・
古
記
録
差
し
出
し
は
、
基
本
的
に
は
、
藩
の
身
分
編
成
過
程
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
①
そ
し
て
、
個
別
奄
美
諸
島
の
島
役
人
に
対
し
て
は
、
「
百
姓
」
身
分
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
の
島
役
人
（
与
人
層
）
が
、
藩
に
変
更
を
求
め
た
願
い
、
訴
え
の
根
拠
や
役
職
の
願
い
か
ら
の
差
し
出
し
で
あ
る
。
②
ま
た
、
藩
内
全
体
の
系
図
差
し
出
し
に
対
応
し
た
も
の
と
い
う
二
つ
の
目
的
・
性
格
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
五
「
奄
美
史
談
』
に
つ
い
て
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１、『奄美史談』刊行について
これまで一般に知られている『奄美史談」は、’九○○（明治三一一一）年、鹿児島県大島郡教育会で
孔
版
本
と
し
て
公
に
な
っ
た
書
で
あ
り
、
「
大
島
史
料
集
（
奄
美
史
談
）
第
１
集
』
と
い
う
題
名
で
あ
っ
た
。
以
後
、
この書が人々の手によって刊行されていくのである。その孔版本の書は、現在、国立教育政策研究所
や
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ついで、孔版本として一九一五（大正四）年、当時の鹿児島高等農林学校小出教授が「奄美史談』
を
謄
写
、
末
尾
に
「
大
島
農
学
校
得
業
生
、
濱
田
静
氏
の
周
旋
に
よ
り
て
謄
写
せ
し
む
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
で
あ
る
。
一九○一一一（明治一一一六）年夏かその前後、昇曙夢（『大奄美史』を戦後に著した）が、名瀬で「原稿」
を
借
り
た
。
そ
れ
を
昇
曙
夢
の
弟
が
写
し
、
こ
れ
が
手
元
に
あ
る
と
い
う
（
「
奄
美
史
談
』
孔
版
本
を
発
刊
し
た
永
井
龍
一
の
「
序
」
の
「
昭
和
八
年
盛
夏
鎌
倉
に
て
昇
曙
夢
」
）
。
永
井
龍
一
は
、
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
か
翌
年
、
そ
の
（
奄
美
史
談
）
「
原
稿
」
を
「
数
日
間
拝
借
」
し
た
。
その後、’九一六（大正五）年夏、大島の「古仁屋・名瀬」を転々し、郷士資料の収集をしていた。
その時、「奄美史談の遺稿の保存せられたるを聞いてこれを借りた」と一一一一口う。なお、永井龍一は竹島
純
と
一
緒
に
、
伊
波
普
猷
を
最
初
に
大
島
に
招
へ
い
し
た
り
、
兄
の
亀
彦
と
と
も
に
「
南
島
雑
話
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
郷
土
史
料
を
発
刊
し
た
教
育
者
で
あ
る
。
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永
井
は
、
’
九
一
九
（
大
正
八
）
年
春
、
『
奄
美
史
談
』
の
原
稿
を
古
仁
屋
小
学
校
に
置
き
忘
れ
て
名
瀬
の
小
学
校
に
赴
任
し
、
「
後
日
奄
美
大
島
築
城
支
部
よ
り
そ
の
写
本
を
公
に
せ
ら
れ
し
に
気
附
き
て
偶
然
思
い
出
し
、
逓
て
て
原
本
を
古
仁
屋
よ
り
取
り
返
し
、
遺
族
に
納
め
て
粗
忽
を
陳
謝
し
た
こ
と
も
あ
る
」
。
そ
し
て
、
「
遺
子
鋼
三
君
に
相
諮
り
そ
の
許
諾
を
得
て
今
回
『
南
島
普
及
文
学
』
と
併
せ
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
」
（
昭
和
八
年
八
月
下
流
の
「
南
峰
先
生
の
遺
稿
刊
行
に
就
て
」
よ
り
）
。
な
お
、
奄
美
大
島
築
城
支
部
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
が
、
鹿
児
島
県
大
島
郡教育会『大島史料集（奄美史談）第１集」ではないかと推察する。
こ
れ
が
、
’
九
三
一
一
一
（
昭
和
八
）
年
九
月
の
「
奄
美
史
談
附
南
島
語
及
文
学
』
（
版
権
所
有
者
鹿
児
島
県
大
島
郡
名
瀬
町
伊
津
部
都
成
鋼
一
一
一
発
行
兼
印
刷
山
元
徳
二
）
で
あ
る
。
これを底本として、一九六四（昭和三九｝年三月に「奄美史談・徳之島事情』（名瀬市史編纂委員
会
）
が
発
刊
さ
れ
、
今
日
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
よ
り
、
新
た
に
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
一
二
月
「
緒
言
」
の
あ
る
都
成
植
義
「
奄
美
史
談
全
南
海
庵
所
蔵
』
の
筆
写
本
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
一八九六（明治二九）年一一一月五日付で「鹿児島県下大隅国大島郡名瀬金久村第七十九国立銀行大島
支
店
ニ
テ
写
之
石
井
達
宗
記
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
八
九
六
年
に
さ
ら
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
存
在
に
よ
り
、
『
奄
美
史
談
』
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
筆
写
本
と
そ
れ
以
後
の
内
容
と
構
成
上の区分が必要になった。この二種の書の構成上の区分を明確にした論考に、二○○五年の内倉昭文
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２、明治二四年版と明治一一一一一一年版にみる歴史認識と系図焼棄記述の異同
こ
の
両
書
の
基
本
理
解
は
同
一
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
六
○
九
年
以
前
の
琉
球
統
治
時
代
は
「
無
為
ニ
シ
テ
治
マ
リ
、
葛
天
民
ノ
民
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ト
云
う
」
と
、
中
国
神
話
上
の
帝
王
の
葛
天
民
の
時
代
の
よ
う
で
あ
る
と
、
琉
球
統
治
時
代を肯定的に評価した。
薩
摩
藩
統
治
に
対
し
て
は
、
黒
糖
生
産
や
そ
の
他
の
藩
の
施
策
に
対
す
る
記
述
は
、
例
え
ば
、
島
民
の
余
剰
の
黒
糖
私
売
を
許
さ
ず
、
藩
と
の
取
引
し
か
で
き
な
い
近
世
末
の
砂
糖
惣
買
入
制
度
に
つ
い
て
、
本
田
代
官
が
認
識
す
る
「
是
人君民ノ利ヲ貧ルー似タリ」と文一一一一口を引用して藩政を批判し、史料で語らせる手法を用いている。
近
代
の
項
に
な
る
と
、
正
当
に
も
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
近
世
の
惣
買
入
制
度
と
同
じ
よ
う
な
取
り
決
め
を
、
県
は
大
島
商
社
と
大
島
の
島
役
人
と
の
間
に
結
ば
せ
た
。
こ
れ
に
反
対
し
自
由
売
買
を
唱
え
る
島
民
た
ち
に
対
し
て
、
「
鴫
呼
彼
等
ハ
実
二
仁
義
ニ
勇
ナ
ル
士
也
」
と
評
価
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
仁
者
」
を
後
世
に
伝
え
る
者
が
い
な
い
ので、「臆、故二髪二特筆大書シテ後世一一遺スモノ也」として、その運動について『奄美史談」に枚
数を割いている。
こうして明治一一一一一一年版も含め、明治二四年「序」の基本認識は、「古書ハ焼段セラレ珍器ハ奪取セ
ラ
レ
、
才
ア
リ
智
ア
ル
モ
、
害
ヲ
読
ミ
文
ヲ
講
ジ
之
ヲ
琢
磨
ス
ル
ノ
道
ナ
ク
、
唯
酷
吏
二
為
二
駆
使
セ
ラ
レ
、
愚
益
々
「
黎
明
館
所
蔵
『
奄
美
史
談
』
（
写
本
）
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
ｓ
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
第
旧
集
壱
が
あ
る
。
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愚
ヲ
加
へ
殆
ン
ド
牛
馬
ト
判
ツ
コ
ト
ナ
キ
ニ
至
し
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
系
図
・
文
書
の
取
り
上
げ
に
つ
い
て
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
叙
述
は
、
「
髪
二
於
テ
先
代
ノ
遺
物
ヲ
蔵
ス
レ
バ
代
官
来
リ
テ
之
ヲ
嬢
ミ
、
二
、
’
一
一
系
図
ヲ
出
サ
、
ル
モ
ノ
ア
レ
バ
答
刑
ヲ
与
へ
槍
奪
シ
去
ル
」
と
薩
摩
藩・代官へ対し厳しい表現をしている。この文言は一九○○（明治三一一一）年版にはない。
さ
ら
に
、
も
う
一
点
の
違
い
は
、
二
四
年
版
に
あ
っ
た
下
人
解
放
運
動
の
記
述
が
、
後
の
書
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
都成植義の二書の『奄美史談』の基調は、系図取上げの修正や下人問題の削除はあるが、全体とし
て
、
反
薩
摩
藩
・
親
琉
球
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
の
主
張
の
大
き
な
機
軸
と
し
て
、
こ
の
系
図
「
焼
棄
」
が
あ
り
、
都成は、「種族ノ階級ヲ破り」「心意上ノ束縛ヲ与へ」「其品位ヲ損シタリ」とまで心情を吐露する。
Ｓ
、
奄
美
諸
島
史
の
歴
史
認
識
と
意
識
の
背
景
都成は、系図取上・焼棄論に見られる認識をなぜ、また、反薩摩藩・親琉球論の基調から述べたの
（汐）
か
。
現
在
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
一つは、当時の史料の少なさの反映として、また、歴史上の伝承や史料解釈上の結論を前提として
いると考えられるが、他方、明治二四年版『奄美史談』叙述当時の仕事上の環境が、その認識や意識
を促進させたと推察される。
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都
成
は
、
『
奄
美
史
談
・
徳
之
島
事
情
』
（
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
）
に
よ
る
と
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
二
月
、
鹿
児
島
県
巡
査
、
大
島
警
察
署
詰
か
ら
、
一
八
八
八
（
明
治
一
一
二
年
七
月
か
ら
名
瀬
簡
易
小
学
訓
導
兼
名
瀬
尋
常
小
学
教
員
な
ど
を
経
て
、
最
後
は
名
瀬
尋
常
小
学
校
長
簡
易
小
学
校
長
と
な
り
、
一
八
九
○
（
明
治
二
三
）
年
六
月
依
願
退
職
、
同
年
七
月
か
ら
鹿
児
島
始
審
裁
判
所
雇
・
大
島
治
安
裁
判
所
詰
、
つ
い
で
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
一
月
裁
判
所
書
記
補
大
島
区
裁
判
所
書
記
、
さ
ら
に
、
補
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
書
記
、
補
鹿
児
島
区
裁
判
所
書
記
・
監
督
書
記
、
補
大
島
区
裁
判
所
書
記
・
監
督
書
記
を
経
て
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
に
監
督
書
記
を
依
願
退
職
し
、
名
瀬
村
長
に
就
任
し
た
経
歴
を
持
つ
。
この最初の『奄美史談』の序文のある一八九一（明治二四）年一一一月は、鹿児島始審裁判所雇・大
島
治
安
裁
判
所
詰
で
あ
っ
た
。
都
成
が
裁
判
所
勤
務
の
頃
は
、
砂
糖
を
め
ぐ
る
近
代
初
期
の
奄
美
諸
島
に
お
け
る
商
社
の
専
売
制
が
終
わ
り
、
新
た
な
自
由
売
買
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
商
人
た
ち
が
、
黒
糖
や
そ
の
代
金
回
収
で
島
民
に
対
し
て
裁
判
を
起
こ
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
その裁判は、台風による砂糖減産に端を発し、商人側は、これまでの島民が砂糖で返済する「糖借
証
書
」
か
ら
貨
幣
で
返
す
「
金
借
証
書
」
と
い
う
新
契
約
証
書
の
書
き
換
え
を
実
施
し
た
。
そ
の
新
契
約
書
変
更
だ
け
で
、
島
民
は
新
た
な
借
金
を
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
負
債
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
例
え
ば
三
年
間
に
黒
糖
を
一
部
返
済
し
、
借
金
を
し
な
い
で
も
、
三
倍
近
く
の
負
債
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
島
民
側
が
勝
訴
し
て
い
っ
た
が
、
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一八九○（明治一一一一一）年には島民の敗訴が続き、大審院の差し戻し判決で一八九一（明治一一四）年九
月
か
、
大
坂
控
訴
院
で
最
終
的
に
敗
訴
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
期
は
、
各
島
個
別
性
が
強
い
中
で
、
一
八
八
八
（
明
治
一
二
）
年
四
月
頃
、
ほ
と
ん
ど
の
奄
美
諸
島
の
島
民
が
連
帯
し
て
名
瀬
の
大
正
寺
へ
集
ま
り
、
「
高
利
負
債
償
却
」
「
農
事
改
良
方
法
」
「
節
倹
法
」
と
い
う
三
方
法
運
動
を
起
こ
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
都
成
は
こ
の
時
期
に
裁
判
所
勤
務
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
の
経
緯
や
島
民
敗
訴
後
の
負
債
処
理
の
状
況
を
実
見
で
き
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
都
成
植
義
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
よ
り
は
意
識
し
て
い
た
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
都
成
以
前
の
吉
満
義
志
信
編
集
『
徳
之
島
事
情
」
は
、
こ
の
三
方
法
運
動
を
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
成
植
義
は
、
『
奄
美
史
談
」
で
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
都
成
が
裁
判
所
書
記
で
こ
の
裁
判
を
十
分
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
三
方
法
運
動
に
つ
い
て
は
記
述
し
に
く
い
立
場
に
あ
っ
たのではないか。また、島民の運動を無視していたからではなく、三方法運動以前の一八七一一一（明治
七）年から一八八○（明治一三）年の砂糖を自由に売買する運動、黒糖自由売買運動（勝手世運動）
に
つ
い
て
は
、
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
ま
た
、
奄
美
諸
島
の
地
方
自
治
行
政
は
、
奄
美
内
部
の
国
・
県
税
の
歳
入
と
村
税
で
地
方
行
政
運
営
を
す
る
「
独
立
経
済
」
ま
た
は
「
分
離
経
済
」
と
い
わ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
四
月
か
ら
実
施
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「奄美史談』の系図焼棄論は、その後の書に大きな影響を及ぼした。
まず、奄美・鹿児島では、’八九五（明治二八）年一一一月、吉満義志信「徳之島事情」は、その「歴
史
叙
述
の
項
」
に
系
図
焼
却
論
を
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
書
が
大
島
郡
教
育
会
か
ら
『
奄
美
（羽｝
史
談
』
孔
版
本
と
し
て
出
さ
れ
た
、
い
わ
ば
公
に
さ
れ
る
以
前
の
書
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
しかし、『奄美史談」孔版本以後の一九○五（明治三八）年八月の西俣謙龍「喜界島教育資料」は、
「
旧
家
の
系
譜
記
録
の
如
は
藩
時
代
詰
役
よ
り
没
収
せ
ら
れ
、
或
は
借
用
の
名
義
に
て
其
侭
返
還
さ
れ
き
る
が
如
き
不
幸に遭遇したるが為めに、今回の調査に際し蒐集の便を失し必要なる史料を欲くは誠に遺憾に堪へざ
（釦）
るなり」と、藩による系図記録の没収・未返旦起という理解で、西俣に一定の影響を与えた。
その後、一九一七（大正六）年一○月、鹿児島市の奄美社（経営者、沖永良部島出身）から坂井友
〈劃）
直『徳之島小史』が発刊され、『奄美史談』の系図焼棄論が引用されてきた。
さらに、坂口徳太郎は、一九一八（大正七）年八月脱稿の『奄美大島史』を一九二一（大正一○）
年六月、鹿児島の一一一州堂書店から出版し『奄美史談』を引用した。坂口は、名瀬の大島中学校赴任を
（鍋）
芸
こ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
島
民
の
生
活
、
経
済
状
態
を
圧
迫
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
六、系図焼棄論の継承背景と「変化」「展開」
3７奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史談』の背景
Hosei University Repository
終
え
、
鹿
児
島
県
第
一
師
範
学
校
教
諭
時
期
で
あ
っ
た
。
一
九
一
一
一
三
（
昭
和
八
）
年
六
月
に
は
鹿
児
島
県
立
大
島
中
学
校
が
『
奄
美
大
島
郷
土
史
概
説
」
を
出
し
系
図
焼
棄
論
を
の
べ
る
。
こ
れ
は
学
校
教
育
と
の
関
係
で
広
く
「
史
実
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
、
西
俣
、
坂
口
や
大
鳥
中
学
校
本
は
、
『
奄
美
史
談
』
の
述
べ
る
よ
う
な
藩
の
政
策
意
図
に
つ
い
て
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
琉
球
で
は
、
奄
美
諸
島
を
講
演
し
た
伊
波
普
猷
が
、
一
九
二
一
（
大
正
一
○
）
年
「
『
渡
琉
日
記
』
を
紹
介
す
」
で
、
『
奄
美
史
談
』
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
藩
の
意
図
は
、
薩
摩
に
よ
る
「
琉
球
と
大
島
諸
島
と
の
精
神
的
（犯｝
連
鎖
を
断
切
る
」
た
め
で
あ
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
を
付
け
加
え
た
。
東
京
で
は
、
東
京
市
麹
町
の
岡
書
院
か
ら
、
茂
野
幽
考
が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
に
「
奄
美
大
島
民
族
誌
」
を
著
し
、
系
図
差
し
出
し
に
つ
い
て
『
奄
美
史
談
』
の
評
価
を
軸
に
し
て
伊
波
普
猷
の
指
摘
を
追
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
史
実
」
は
、
東
京
に
い
る
奄
美
諸
島
出
身
の
学
生
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
が
、
大
阪
の
奄
美
諸
島
出
身
の
実
業
家
の
「
賛
助
」
を
受
け
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
○
）
年
八
月
、
中
央
大
学
奄
美
学
友
会
発
行
の
『
奄
美
大
島
歴
史
物
語
』
で
あ
っ
た
。
法
学
部
在
籍
の
永
長
信
雄
に
よ
る
も
の
で
、
以
下のように述べる。
①
「
琉
球
と
大
島
と
の
精
神
的
連
絡
を
絶
ち
島
民
の
民
族
的
自
覚
を
傷
つ
け
る
た
め
に
」
「
島
民
の
家
柄
先
祖
等
取
調
べ
の
上
再
び
差
出
人
に
返
し
下
す
と
偽
り
之
を
焼
き
捨
て
た
」
。
た
め
に
、
「
生
命
の
糸
口
た
る
系
図
を
奪
わ
れ
、
奴
隷的に酷使ざれ類例のない蔑恥を加へられたのである」。
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④「大島を復興させる根底」は、「その民族性にある」。その背景は「歴史であって、特に郷土史」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
⑤
と
と
も
に
、
「
過
去
の
歴
史
と
自
分
の
立
場
」
の
打
破
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
ど
こ
に
求
め
た
の
か
。
「
自
序
」
で
「
天
、
大
島
を
見
捨
て
ず
。
事
勢
は
一
転
し
て
御
維
新
と
な
っ
た
。
蕊
に
三
百
年
間
の
悲
し
い
暗
い
生
活
か
ら
解
放
き
れ
た
」
と
明
治
維
新
と
天
皇
制
に
求
め
、
「
結
論
」
で
「
国
防
の
第
一
線
に
あ
っ
て
、
奄
美
大
島
要
塞
を
守
る
吾
々
廿
五
万
島
民
の
皇
国
に
奉
ず
る
大
な
る
義
務
で
あ
る
」
と
、
明
治
維
新
と
天
皇
制
に
求
め
た
。
ま
た
、
「
日
本
国
防
の
一
線
を
担
う
」
奄
美
諸
島
と
い
う
事
で
、
日
本
と
同
一
の
立
場
を
強
調
し
て
奄
美
諸
島
の
発
展
の
精
神
的
拠
り
所
と
し
②藩政の「飽くことを知らぬ圧迫は自づと大島島民の心をゆがめて」「他人を警戒する性質を植え
付け、すべての人間を小利巧にして遂にそれが所謂『島人根性』となって伝統された」。
③
昭
和
恐
慌
の
中
で
「
蘇
鉄
地
獄
と
云
わ
れ
た
疲
弊
せ
る
大
島
の
振
興
計
画
」
が
あ
り
、
奄
美
諸
島
民
は
名
瀬
港
の
修
理
、
産
物
の
増
加
、
大
島
紬
の
振
興
発
展
を
期
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
若
き
青
年
は
出
郷
し
て
勉
学
奮
発
し
て
居
つまり、今日の段階では「史実」とは言えないが、まがりなりにも薩摩藩への抵抗を表明する「系
図
焼
棄
論
」
が
、
近
代
日
本
の
論
理
に
融
合
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
系
図
取
上
・
焼
棄
論
」
は
、
島
民
の
精
神
的
あ
り
方
と
結
び
つ
い
て
「
理
想
郷
士
の
建
設
」
た。 る￣
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さ
ら
に
、
昇
曙
夢
が
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月
、
奄
美
社
か
ら
『
大
奄
美
史
」
を
発
行
し
た
。
著
名
な
昇
曙
夢
の
書
で
あ
り
、
奄
美
諸
島
の
日
本
と
の
つ
な
が
り
、
「
豊
富
な
文
化
財
」
と
と
も
に
、
「
郷
土
意
識
を
高
め
」
「
明
る
い
希
望
の
生
活
に
向
け
直
し
た
い
一
心
」
と
い
う
こ
と
で
書
か
れ
た
。
こ
の
書
は
、
当
時
の
米
軍
統
治
下
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
っ
て
、
奄
美
諸
島
の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
書
に
「
系
図
取
上
・
焼
棄
論
」
が
述
べ
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
論
は
、
一
層
広
範
囲
に
奄
美
歴
史
の
前
提
と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
っ
た
と
把
握
で
き
る
。
史
料
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
、
奄
美
諸
島
の
歴
史
の
中
で
、
系
図
差
し
出
し
を
個
別
ご
と
に
そ
の
目
的
と
性
格
を
検
討
し
、
系
図
焼
棄
論
は
成
立
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
また、この考えがなぜ生じてきたか、歴史体験、歴史史料解釈の問題とともに、著者の当時の社会
的
環
境
に
も
そ
の
原
因
の
一
つ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
で
は
あ
る
が
提
起
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
考
え
の
肯
定
的
流
布
の
過
程
や
時
代
背
景
と
と
も
に
、
近
年
の
系
図
焼
棄
論
に
対
す
る
批
判
的
検
討
の研究史を示してきた。
た
。
に
収
數
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
論
は
奄
美
諸
島
内
部
、
鹿
児
島
、
沖
縄
、
東
京
、
大
阪
と
流
布
し
て
い
つ
組
お
わ
り
に
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そ
の
意
図
は
、
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
奄
美
諸
島
史
理
解
に
対
す
る
原
因
を
探
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
に
系
図焼棄はなかったといってすまされない「史実」である。なぜなら、近世、近現代で言えば、東京、
関西、鹿児島、三池、長崎という場所や軍隊という組織で、奄美諸島の人々は、さまざまな「歴史体
験
」
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
奄
美
諸
島
史
の
歴
史
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
今
日
的
課
題
を
意
識
し
な
が
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
「
納
得
し
な
い
」
あ
る
い
は
「
理
解
さ
れ
な
い
」
課
題
が
他
に
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
改
め
て
こ
の
様
な
検討姿勢が必要だと考えたからである。
以
上
を
前
提
に
、
今
後
の
系
図
史
料
の
検
討
課
題
と
し
て
、
以
下
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
奄
美
諸
島
系
図
そ
の
も
の
に
即
し
て
い
え
ば
、
藩
直
轄
支
配
で
あ
る
た
め
「
和
型
系
図
」
様
式
で
あ
る
が
、
｜
方
、
和
家
文
書
に
「
琉
球
家
譜
」
様
式
が
一
点
残
っ
て
い
る
理
由
、
系
図
作
成
で
大
島
の
笠
利
氏
系
図
・
田
畑
家
系
図
の
よ
う
な
嫡
家
、
支
流
別
系
図
と
、
支
流
を
含
め
て
ま
と
め
た
徳
之
島
系
図
作
成
の
理
由
、
源
氏
や
為
朝
伝
説
出
自
系
譜
及
び
薩
摩
役
人
出
自
系
譜
の
系
譜
論
、
琉
球
出
自
系
譜
と
新
興
者
系
譜
の
作
成
年
代
や
記
述
内
容
の
吟
味
な
ど
、
史
料
批
判
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
奄
美
諸
島
史
を
一
層
豊
富
に
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
藩
政
の
中
（鋼）
での身分編成、社会構成の歴史研究を視野に入れて展開していくことが課題であろう。
【註】（１
）
鹿
児
島
県
大
島
郡
教
育
会
『
大
島
史
料
集
第
１
集
奄
美
史
談
』
（
謄
写
版
）
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
蔵
へ
鹿
児
島
県
立
図
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書
館
蔵
二
九
○
○
）
、
鹿
児
島
県
私
立
大
島
郡
教
育
会
、
つ
ま
り
有
志
の
会
か
。
（２）現代でも藩政批判の重要な論拠とされた「系図焼棄」論に対する批判的検討は、「薩摩藩の収奪を薄めてい
る
」
と
椰
楡
さ
れ
る
類
の
問
題
で
は
な
い
。
系
図
・
古
記
録
差
し
出
し
に
よ
る
奄
美
諸
島
史
の
身
分
制
の
歴
史
像
把
握
と
い
う視点が、その後の藩の政策に対して様々な角度から検討を可能にするものと考える。
そ
の
点
で
は
、
奄
美
諸
島
内
研
究
者
の
系
図
に
関
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
○
年
以
後
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る。まず、一九八○年、筆者は「家譜研究の現状と課題」（奄美郷士研究会第一六六回例会）で、系図焼棄
論
へ
の
疑
問
を
意
図
し
、
焼
棄
論
の
文
献
の
系
譜
を
紹
介
、
奄
美
史
の
研
究
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。
一
九
八
八
年
の
『
与
論
町
誌
』
は
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
触
れ
て
い
な
い
。
ついで、二○○○年、筆者は「一系図差出と刀狩」（『喜界島誌」第五章藩政時代（１））で、焼棄論否
定
の
立
場
か
ら
、
郡
家
「
金
樽
一
流
系
図
」
が
、
’
八
二
七
（
文
政
一
○
）
年
正
月
、
同
家
が
世
々
蔵
す
る
「
文
書
」
が
火
災
に
あ
っ
た
た
め
、
鹿
児
島
へ
上
国
し
て
い
た
具
志
頭
が
、
鹿
児
島
記
録
所
で
自
家
系
図
を
写
し
喜
界
島
へ
帰
島
し
た
事
例
を示した。つまり、一七○六（宝永三）年の系図差出以後も、自己系図は家に保有されていたが、自家の
火事で焼失したので、藩に保管されていた系図を写した、つまり焼却されていない事例を提示した・
二○○七年、山下文武「七系図差出令」（『瀬戸内町誌（歴史編）』第一章政治）は、和家文書・元家文
書
を
例
に
と
り
、
系
図
は
鹿
児
島
の
大
火
の
た
め
に
消
失
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
元
禄
一
○
年
の
奄
美
へ
の
系
図
差
出
も
火
事
による「再録編成」と指摘する。この火災が『奄美史談』によって「焼き捨てられた」と誤り伝えられた
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二○○九年、先田光演も「五領内と奄美に出された系図差出令」ｓ藩政時代の奄美支配政策』私家版）
で、支配政策としての「系図隠滅論」は成立しないとし、かつ、「菱刈文書」の事例を提示、及び前掲二○
○六年林匡論文を援用している。また、これまで若干言われてきたが、身分再編との関係で琉球系旧役人
の権威を低下させ、藩寄りの人材登用する時期が来たことを意味する事を述べる。なお、ここには奄美諸
島の市町村誌ごとの系図焼棄記述の一覧表が作成されていて市町村誌の比較検討に貴重である。
こ
う
し
て
、
奄
美
諸
島
の
市
町
村
誌
で
は
、
二
○
○
○
年
の
「
喜
界
町
誌
」
以
降
、
系
図
焼
棄
論
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
系
図
差
し
出
し
に
関
し
て
、
近
世
奄
美
諸
島
の
身
分
制
、
惣
百
姓
化
に
対
す
る
検
討
と
い
う
視
点
が
一
層
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（３）註１、なお宝永三年系図差し出しの「申渡」の理解は、拙稿「｜系図差出と刀狩」（『喜界島誌』第五章
藩政時代（１））を引用した。
（
４
）
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
６
首
里
王
府
仕
置
２
」
一
九
八
九
（５）義家系図と政家系図の関係は、石上「元和九年大嶋置目の諸本の再検討」。なお、この義家系図は、明治四
四
年
二
月
の
文
元
幸
英
に
よ
る
。
た
だ
「
義
家
系
図
」
に
は
一
部
写
真
版
で
「
大
正
四
年
乙
卯
季
秋
系
図
徳
之
嶋
伊
仙
義恭永」と書かれた異本があるが、詳細不明である。
（
６
）
亀
井
勝
信
編
『
奄
美
大
島
諸
家
系
譜
集
」
’
九
八
○
国
書
刊
行
会
と述べる。
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（
７
）
「
系
図
文
書
写
永
代
家
伝
記
佐
伊
知
」
『
大
和
村
の
近
世
大
和
村
誌
資
料
集
３
」
二
○
○
六
．
な
お
、
こ
の
史
料
は
、
伊
地
知
代
官
の
写
の
写
で
あ
る
。
詳
細
は
、
石
上
英
一
「
古
奄
美
諸
島
社
会
史
料
研
究
の
予
備
的
考
察
」
含
日
本
古
代
の
国
家
と
村
落
』
塙
書
房
一
九
八
八
（８）「大島要文集」東京大学史料編纂所
（９）「道之島代官記集成」（松下志朗編「奄美史料集成』南方新社二○○六）
（
Ⅲ
）
「
口
上
覚
大
島
」
写
本
（
「
童
虎
山
房
」
原
口
虎
雄
文
庫
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
蔵
）
。
な
お
、
宗
門
手
札
改
め
で
百
姓
と
な
っ
た
と
あ
る
手
札
の
記
載
様
式
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
奄
美
諸
島
で
は
、
一
七
二
六
（
享
保
一
一
）
年
一
一
一
月
一
三
日
付
で
、
田
畑
佐
文
仁
が
外
城
衆
中
格
（
後
、
郷
士
格
）
と
い
う
士
身
分
に
な
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年の最期の宗門手札は、「郷士格」と「名頭」、「名子」、「下人」、「下女」が記載されている。例えば、①手
札
（
表
）
「
郷
士
格
（
焼
印
）
禅
宗
加
政
経
」
（
裏
）
「
慶
応
二
寅
九
月
三
日
大
島
東
間
切
嘉
鉄
村
村
田
源
右
衛
門
」
、
②
（
表
）
「
名
頭
政
祐
子
名
子
男
（
焼
印
）
禅
宗
樽
金
年
五
拾
五
歳
」
、
③
表
「
郷
士
格
加
政
俊
下
人
（
焼
印
）
禅
宗
坊
太
郎
年
戴
歳
」
今
加
家
文
書
」
瀬
戸
内
町
立
図
書
館
蔵
）
（ｕ）元禄年間は、代官所が島ごとに分離、間切の編成、与人層への琉球位階制拝領禁止、砂糖黍生産開始とい
う
奄
美
諸
島
の
重
要
な
変
換
期
の
一
つ
で
あ
る
が
、
与
人
数
は
明
確
で
は
な
い
。
以
下
の
よ
う
に
推
計
す
る
。
大
島
は
一
問
切三人制から二人制となった年は不明。一六一一一一一一（寛永三）年の「有馬丹後守純定被至御奉公候覚条々写」
（
奄
美
博
物
館
蔵
）
に
は
、
与
人
一
七
人
が
集
ま
っ
た
と
あ
る
。
大
島
七
間
切
で
、
｜
間
切
三
人
制
と
二
人
制
を
取
る
と
、
二
4４ 
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一人から一四人、喜界島は六人（『鹿児島県史料薩摩藩法令史料集二」史料番号八三八）、徳之島、沖永
良
部
島
、
与
論
島
も
不
明
で
あ
る
の
で
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
の
三
間
切
、
与
論
島
一
間
切
と
し
、
計
七
間
切
と
し
て
二
一
人
か
ら
一
四
人
と
推
計
。
大
略
奄
美
諸
島
で
、
当
時
与
人
数
は
四
二
名
か
ら
二
八
名
の
問
で
あ
ろ
う
。
（ｕ）『鹿児島県史料薩摩藩法令史料集二』史料番号八五五、（二○○五）
（
翌
松
下
志
朗
編
『
南
西
諸
島
史
料
集
第
三
巻
」
南
方
新
社
二
○
○
九
（ｕ）「御嘉勢砂糖御取分ケニテ嫡子代々郷士格被仰附次第帳」複写史料（鹿児島県立奄美図書館蔵）、瀬戸内町
誌
編
纂
委
員
会
『
瀬
戸
内
町
誌
歴
史
編
資
料
集
４
芝
家
文
書
』
二
○
○
三
（
垣
前
掲
註
９
，
ｍ
（肥）奄美博物館蔵、前掲註６
（Ⅳ）三島村誌編纂委員会「｜一一島村誌』一九九○、『鹿児島県史料薩摩藩法令史料集一一」（史料番号一一○’六）、
二○○五。なお、『三島村誌」提示の史料では、郡司と庄屋を区別して理解する必要がある。
（肥）「伊藤家文書」複写史料、（「童虎山房」原口虎雄文庫奄美市立奄美博物館蔵）
（型前掲註９、「安田家文書」、亀井勝信編『奄美大島諸家系譜集」国書刊行会一九八○、『奄美大島史』’
九
二
一
（
大
和
学
芸
図
書
復
刻
版
一
九
七
七
）
（
別
）
「
古
記
自
天
和
元
年
至
宝
氷
四
年
中
』
複
写
史
料
（
玉
里
島
津
家
本
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
九二一
「古記
館蔵）
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（
Ⅳ
）
今
の
と
こ
ろ
、
都
成
植
義
の
末
娘
は
、
秋
田
市
の
修
道
院
で
シ
ス
タ
ー
と
し
て
一
九
八
八
年
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
奄
美
の
状
況
を
説
得
力
あ
る
内
容
で
著
し
た
『
都
成
日
出
人
文
集
』
（
大
阪
星
光
学
院
一
九
八
九
）
に
「
漢
学
者
で
あ
っ
た
祖
父
の
末
弟
」
と
あ
る
の
が
植
義
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
系
図
が
あ
る
と
い
う
事
が
把
握
で
き
て
い
る
。
（邪）皆村武一「奄美近代経済社会論』晃洋書房一九八八、拙稿「第二節一一一方法運動」（大和村誌編纂委員会
「大和村誌』二○’○）、拙稿「第四節一一一方法運動」（喜界町誌編纂委員会「喜界町誌」一一○○○）
（
空
「
奄
美
史
談
・
徳
之
島
事
情
」
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
一
九
六
四
（釦）喜界島町立図書館蔵
（
別
）
坂
井
友
直
編
著
『
奄
美
郷
士
史
選
集
第
澤
巻
」
国
警
刊
行
会
一
九
九
二
（
釦
）
「
伊
波
普
猷
全
集
第
七
巻
」
平
凡
社
一
九
七
五
〆自へ〆■へグーへ〆￣へグーへ〆￣～
２７２６２５２４２３２２ 
，－＝.、－〆、=〆、－〆～=〆、-－
〆戸、
２１ 
，－〆前
掲
註
Ⅲ
前
掲
註
別
「
薩
藩
例
規
雑
集
二
○
』
原
口
虎
雄
筆
写
本
（
「
童
虎
山
房
」
原
口
虎
雄
文
庫
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
蔵
）
、
『
鹿
児
島
県
史
料薩摩藩法令史料集六』史料番号一三三一一一、（一一○’○）
「
大
口
御
地
頭
代
々
並
其
他
寺
師
家
文
書
」
原
本
複
写
（
「
童
虎
山
房
」
原
口
虎
雄
文
庫
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
蔵
）
「
元
禄
拾
年
六
月
廿
五
日
日
帳
御
記
録
方
町
客
屋
」
複
写
史
料
（
都
城
島
津
邸
蔵
）
「
大
重
家
万
書
附
覚
」
原
本
複
写
（
「
童
虎
山
房
」
原
口
虎
雄
文
庫
奄
美
市
立
奄
美
博
物
館
蔵
）
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（羽）系図問題検討については、具体的にはさらに、次の事も考える必要がある。まず、寛永三年の『御記録方
より被仰渡候写」、鹿児島の「大重家万書附覚」にある一八五八（安政五）年の「記録所書付写」の存在、
奄美諸島の喜界島「孝野家文書」に、志戸桶間切志戸桶村本筆子の一一一好が、宝永三年の系図差出を一七○
九
（
宝
永
七
）
丑
年
以
後
の
「
丑
ノ
六
月
十
一
日
」
に
「
志
戸
桶
与
人
衆
、
同
横
目
衆
」
へ
報
告
し
て
い
る
史
料
が
あ
る
。
こ
こ
で
示
し
た
時
代
以
外
の
系
図
差
出
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
性
格
の
把
握
が
必
要
と
さ
れ
る
。
また、身分制編成で奄美諸島の「郷士格」身分は、｜｜｜島村にもいる（『三島村誌」）。内部での郷士格と島
民の関係の検討が必要とされる。また、藩内では、通事の功績で「郷士」（松下志朗『鹿児島藩の民衆と生
活』南方新社二○○六）、献金で「郷士」（安藤保「薩摩藩の「士成商人」についての一事例」『西南地域
史
研
究
第
７
輯
』
文
献
出
版
一
九
九
二
）
と
な
っ
た
者
が
い
る
。
「
島
蝿
の
郷
士
格
、
藩
内
の
郷
士
」
、
「
元
来
の
武
士
と
新
興
の
士
成
商
人
・
百
姓
出
自
の
郷
士
や
郷
士
格
」
の
関
係
や
意
識
の
検
討
、
近
世
の
「
新
興
の
郷
士
・
郷
士
格
」
の
明
治
期
「
士
族
、
平
民
」
と
の
関
係
な
ど
、
系
図
を
通
し
て
、
奄
美
諸
島
の
身
分
制
の
特
徴
と
藩
内
身
分
制
編
成
と
の
関
連
な
ど
が検討課題としてあげられる。
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4８ 
作成年代、藩への差出、火災、保存
経緯等
備考（宝永４年以前の「文書」記
事）
出典・所在地 系図所蔵家の宝
永４年以前の現
存文書
元禄６（８年の誤か）年、｜可１０
(1697）年、宝永４（1707）年、「御
領国中一統（藩全域)」に、「系図被
改仰渡｣、古来の文書・系図、自家
その外琉球以来の人々、代官伊地知
五兵衛の取次で差上。そのため、
｢古系図」は無く、惣じて鹿児島の
御記録所へ「納置」いてあると記載
している
＊２代目から５代目まで琉球王「御
朱印」（辞令書）所持とある。４代
は「数通」あると記載
*知行20石の知行目録ある
＊元禄６（1693)、１０（1697）年 、
宝永４（1707）年御領国中一統系図
改とある
＊「義之」名が、宝永４年中系図改
で「義師」名に
亀井勝信編「奄
美大島諸家系譜
集』
＊６代宇宿与人の後半から１１代喜
栄幸の前代の宇宿孟監までの人名、
事跡で、「喜志統親方系譜(1)」と
同じ
＊「義之」名が、宝永４年中系図改
で「義師」名に
安田家蔵
大野（棒）隆一所蔵系図を、昭和
55年８月に嘉野長夫氏が印刷配布
＊２代目から５代目まで琉球王「御
朱印」（辞令書）伝うとある、４代
は「数通」あると記載
＊元祖記述に「後柏原天皇大永二
年」とある、退役後「沖縄二帰ル」
＊「喜志統親方系譜(1)」より簡略
翻刻版、棒家蔵
大野（袴）隆一所蔵系図を、昭和
55年８月に嘉野長夫氏が印刷配布
翻刻版、梼家蔵
大野（祷）隆一所蔵系図を、昭和
55年８月に嘉野長夫氏が印刷配布
翻刻版、椿家蔵
大野（棒）隆一所蔵系図を、昭和
55年８月に嘉野長夫氏が印刷配布
翻刻版、棒家蔵
大野（梼）隆一所蔵系図を、昭和
５５年８月に嘉野長夫氏が印刷配布
翻刻版、袴家蔵
＊元禄５年以前の為定の時、系図.
記録焼失
＊年代不詳1点、中国暦、隆慶２
(1568）年８月２４日笠利首里大やこ
｢首里御朱印」（辞令書)、万暦１６
(1588）年５月２７日瀬戸内東間切首
里大やこ辞令書が挿入、
*知行20石の知行目録所持
＊写、笠利氏
蔵、
＊写、奄美博物
館蔵複写史料
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奄美諸島、系図一覧表（稿）
lliiii］ 
２１ 
１－ 
統親方蔀
） 
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番号 系図史料名 出身、居住地 始祖 般初の年代記ililt 最後の年代記載
１ 喜志銃親方系譜
(1) 
琉球、屋仁村 喜志統親雲上（笠
利大屋子）
中国暦、猟靖之
初、以前は人名と
事跡
和暦、文政９
(1826）年までの
年代、その後は年
代記戦なし
 喜志統親方系譜
(2) 
琉球、屋仁村 喜志統親雲上（笠
利大屋子）
貞享１（1684）年 元禄８（1695）年
３ 喜志銃親方系譜
(3) 
琉球、屋仁村 喜志統親雲上（笠
利大屋子）
大永２（1522）年 明治２９年
４ 喜志統親方系譜
(支流Ａ）
6代恩太良肥４
男、足金垂金
寛永２（1625）年 宝暦６(1756）年、
その後近世までの
年代なし
５ 喜志銃 系譜
(支流Ｂ）
6代恩太良肥の男
子、牛鍬太良
寛文1０（1670）年 文化1４（1817）年
６ 喜志銃親方系譜
(支流Ｃ）
屋仁 6代恩太良肥の男
子、恩徳后（後、
屋仁志）
元禄８（1695）年 宝永４（1707）年
７ 喜志銃親方系譜
(支流Ｄ）
手花部 ７代恩鍋后奥智の
男子、思徳
年代なし 年代なし
８ 笠利氏家譜（田
畑家家譜、嫡
家）
琉球、大笠利村か
ら、瀬師子村へ
為春（本琉球より
大島名瀬問切の首
里大屋子）
中国暦、隆慶２
(1568年以前）
元禄５（1692年）
１０月２５日後、人
名役名のみある
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5０ 
①元禄５年以前の為定の時、系図.
記録焼失
②宝永３（1706）年与人上図召留
(毎年の上国制度廃止)、「景図文|日
記の儀｣、翌年上匡1の「御轡附」が
ある
③元禄年間資料に基づき、瀬師子村
に遠流の京都妙心寺僧玄恕に、元禄
５年上国した経歴がある為騨が作成
依頼（拝妙谷禅寺和尚に「血肱事瞥
記」を請う)。ついで、宝暦年間山
田月洲有雄が加筆と伝承されてい
る ｡ 
③、④によれば、為弘が宝暦９年上
国の折り、記録奉行山田善三右衛門
有雄に依頼、為弘はすでにある系図
(｢為弘家蔵系譜一軸｣）を見せる。
山田は外城衆中格となった田畑佐文
仁について初年の事しか記述してい
ないことをもって、新たに１巻作成
(｢系譜第二巻｣） ｡ 
⑤為霧(明治21年生、昭和19年死
去）が田畑家譜を修す
＊年代不詳１点、中国暦、隆慶２
(1568）年８月２４日笠利首里大やこ
｢首里御朱印」（辞令書)、万暦１６
(1588）年５月２７日瀬戸内東間切首
里大やこ辞令書が挿入、
*知行20石の知行目録所持
①②⑤山下文
武、田畑勇弘、
｢笠利氏家譜」
(｢奄美郷土研究
会報」第３号、
第４号、第５
号）
③|]EMll1久守「久
志堅家譜」（他
丼勝億編「奄美
大島諸家系譜
集』） 、
④「海外田畑氏
系図序」（島津
家文轡、「霧島
紀行・月洲遺
文・秋水遺稿
抄」の「月洲遺
文の一部｣）
田畑勇弘「笠利
氏家譜」（｢奄美
郷土研究会報」
第６号）
田畑勇弘「笠利
氏家譜」（｢奄美
郷土研究会報」
第８号）
田畑勇弘「笠利
氏家譜」（｢奄美
郷二'二研究会報』
第９号）
宝暦４年附役の山口兵左衛門の子
(宝暦５年生)、－時鹿児島へ行く
が、下島。
＊写、奄美博物
館蔵複写史料
＊亀井勝信『奄
美大島諸家系譜
集」
＊文化10年以後の嘉恵統が養子を
迎え、養子家で「災難」のため「系
図失故｣、正統世系の元祖不明、
＊文化10年以前は氏名と事跡記ilih
写、奄美博物館
複写史料
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5１奄美諸島の系図焼棄論と『奄美史談』の背景
９ 笠利氏家譜（田
畑家家譜、嫡
家）
琉球、大笠利村か
ら、瀬師子村へ
為春（本琉球より
大島名瀬間切の首
里大屋子）
中国暦、隆慶２
(1568年以前）
昭和１９年５月
1０ 笠利氏家譜支流
（田畑家家譜、
次男家）
為治（呼名、佐
富）
正徳元（1711）年 明治１２年８月
1１ 笠利氏家譜支流
（田畑家家譜、
三男家）
為遠 延享３（1746）年 昭和７年２月
1２ 笠利氏家譜本家
隠居家（田畑家
家譜）
佐伯（田畑佐文
仁）
寛延３（1750）年 昭和４２年１月
1３ 南家之世系 薩摩系 喜柤父 享保1４（1729）年 天保元（1830）年
1４ 嘉野家系図（中
勝村）
磨（元祖大親
家嫡孫）
文化1０（1813）年 天保1３（1842）年
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5２ 
＊元禄７（1694）年５月から８年春
まで大島代官（喜界島兼務）に辞令
書３通、知行目録1通、大島置目
条々１通差出、元禄９（1696）年９
月１８日付で写し返却。系図も差出
か
＊隆慶６（1672)年屋喜内大親、万
暦７（1579）年部連大親辞令書、
＊和暦、慶長1８（1613）年知行５
石の知行目録
＊写、和家文
書、大和村所
蔵、
＊「大和村の近
世」
＊亀井勝信氏所
蔵、「奄美大島
諸家系譜集」
＊写真、大和村
中央公民館長田
スマ文庫
＊（写の写）辞
令書２点
＊（写の写）知
行目録
＊（写の写）大
島置目条々
＊写真版、知行
目録（長田スマ
文庫）
＊写真版、大島
置目条々（長田
スマ文庫）
＊その後の記録あり、
＊辞令書二通は、「至今尚有蔵存為
家珍也」とある
＊和家文書（大
和村所蔵)、
＊『大和村の近
世」
*乾隆3３（1768）年三能安作成
*大親職辞令書一通は「奈逢出火焼
失無存」と火事で焼失
＊琉球家譜様式で記載
＊元和９（1623）年「大島典籍之御
条目」（｢大島置目条々｣）一通今も
所持
＊大親職辞令書二通中、一通は、今
尚、家に有りという
＊和家文書（大
和村所蔵)、
＊『大和村の近
世」
＊２代目から７代目の「朱印状」
(辞令書）は、「不知紛失」とある
＊「知行目録」紛失
＊２代目小葉手から８代目茂手樽、
琉球王から「御朱印」を賜る。
＊知行目録賜る
*奄美博物館蔵
複写史料
＊亀井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集」
原本に追補し、昭和８年までの事跡 ＊藩よ})の20石知行目録所持、
＊元和６（1620）年閏８月２５日と
あるが、「有御家老證書一＝元和９
年の大島置目条々を所持
＊文政1０（1827）年の宮行、文政
１２年の宮和気の郷士格取立写しが
挿入
｢奄美大島屋
喜内の文書」宇
検村誌資料編第
二集
＊恩ちやらの「大目差」辞令書は
｢途火事焼失仕旨家伝二申伝候」と
ある
＊宝永４（1707）年正月１３日、須
古村居住の一族の新垣、越来、伊栄
波が藩へ提出。それをもとに以後を
追補。
＊恩ちやら、「大目差」辞令書賜る
＊宝永４年に、「知行目録」一通
系図一通藩へ「差上」
、
＊御家の事どもの「書付侯物所持不
申候」とある。宝永４年に作成差上
＊『奄美大島
屋喜内の文書」
写真版、宇検村
誌資料編第二
集、
＊亀井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集」
＊清和天皇、為朝（以上和暦)、舜
天王から、義本王の次男継好が「阿
麻美島」が来て万民自然に服する
＊嘉靖年間、為宋（世嘉留持）が
｢屋喜内県之大親職」名柄八九らを
打つ 、
＊與定（嘉留持）以降は和暦
芝家（本家）文
書、（瀬戸内町
立図書館蔵）
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５３奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史談」の背景
1５ 宇宿大親家譜系
図(和家系図１）
大和村大和浜 真元金（宇宿大
親）
中国暦、粥靖２
(1523年）
文政３（1820）年
2代目富雄事跡記
載、
1 宇宿大親家譜系
図(和家系図２）
大和村大和浜 真元金（宇宿大
親）
嘉靖２年 宝暦５(1755）年 、
その後２代目富雄
まで名前のみ記載
1７ 宇宿大親家譜系
図(和家系図３）
大和村大和浜 真元金（宇宿大
親）
嘉靖２年 中国暦、乾隆１７
(1752)年、三能安
弟、三能善の出生
年まで記載
1８ 前里家家譜 琉球、その後、恩
勝
覇那城 文久元（1861）年
`恩勝村功才となっ
た前喜世以前は、
年代なし
慶応２（1866）年
までの記事、その
後は名前のみ８名
自家正統系図
(屋宮家）
琉球、その後諾
鈍、名柄
摩文仁親方 鋸婿年ｌｌｌｊ 嘉靖年間から昭和
8年
2 元家系図 宇検村部連から須
古
恩ちやら 慶長18(1613)年知
行目録以前から明
治33年
2 鎮西家一流系図
写略（芝家嫡
家）
琉球、その後篠｣'１ 豊朝（世與瀬戸
見）
中国暦、成化１７
(1481）年生、西
間切篠I||へ隠居
可龍（強八)、安
永元（1772）年生
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5４ 
＊三代米阿久の時、実久大親職とし
て琉球王の「印章を賜う」
＊福留の時、「食禄印章」（知行目
録）を賜う
＊芝家（分家）
文替（芝家蔵）
＊亀井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集』
有徳の事跡を子孫に伝承される。
天保元（1830）年作成
林家系図（複写
史料、虎|｣｣房）
明治４年生の加勇四郎が「幼少」の
時、８０余歳の思徳かの話により記
録した
加里祖子（天明元年生、天保13年
没､）代に下人４８人、
写、瀬戸内'11J・立
図瞥館
＊住家文轡、写
(住家蔵）
＊嘔井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集」
＊始祖の金次郎目から三代まで「ElJ
章を賜う」（琉球辞令書)。
＊三代の時、「清水村火災」で、家
蔵する
＊消和天皇第六皇子、嫡男初めて源
氏姓から為朝、琉球舜天王、義本王
の系譜、尚朝（金武按司）の名柄八
九膳文仁親方らと誹する。ついで、
金次郎目を始祖とするという記録。
＊童虎山房（複
写史料）（奄美
博物館蔵）
＊亀井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集」
＊武士の茂右衛門（詰役人ではな
い）は大島に来て、島妻との子、宗
友が享保1８（1733）年生まれる。
＊三代目が郷士格の森貞和子
勉井勝信編『奄
美大島諸家系譜
集』
｢中山伝信録」に従い、「間切」を
｢県」に改めると文中に記述されて
いるため、刊行の享保６（1721）年
以後の作成と推察
＊始祖の新兵術（姓は小田原）は、
薩州秋|]の商人の大島で、子の里！MII
は手安村へ居住、
亀井勝信編『奄
美大島諸家系譜
集」
系図１巻、２巻、別巻あり。明治1３
年改正し、子孫に残す
田畑家次男家笠利氏十二代といわれ
る
＊脳井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜集」
正保元（1644）年１０月以前、先祖
の文献は、喜界島で「池魚之災（火
事）に催て悉く焼失」した
＊２代目思語羅志は、大和船船主と
の子である
＊島津氏侵攻時、大島へ降伏に入っ
た時の「日牒」は笥蔵にある
＊亀井勝信編
｢奄美大島諸家
系譜巣」
＊元禄４(1691）年、郡志頭が上図、
藩主へ御目見得願いの時、笥蔵する
文献３通を「捧げる｣。１通は「御
篭文｣、１通「知行目録｣、１通「喜
界島置目条々」
＊郡志頭家に蔵する文瞥があった
が、火事にあい亡失。郡志頭はその
前に「文書写」を本府国史舘へ納め
た。文政1０（1827）年、それを鹿
児島で写し保存した。藩命によ')御
記録奉行らは、「證書」を授け、先
代に賜った真筆の「證瞥」に準じて
秘蔵せよと言われた
＊３代目「与人知行目録」賜る
＊４代目金樽、元和年中、「喜界島
値目御条轡」を拝斌され笥蔵
＊亀井勝信編
『奄美大島諸家
系譜集』
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5５奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史談」の背景
2２ 與與世戸見一流
系図（芝家支
流）
笠利間切赤木名村 與與世戸見（世與
瀬戸見力）
慶長１８年年代か
ら明和４（1767）
年までの年代、あ
とは実直までの役
職名を記載
2３ 林家系図 東間切諸鈍村 有徳（宝暦８年
生）
享保８（1723）年
生の有徳の父前澤
文政1１（1828）年
まで
2４ 加家系図 東間切嘉鉄材. 政祖子（それ以前
不明）
宝暦７年 明治32年
2  住家系図． 佐川 元祖大親家磨佐
富
宝暦９（1759）年
生の佐多長、それ
以前は始祖含め２
名の名前のみ
弘化２（1845）年
の住佐応恕、それ
以後女子２名
2６ 師王家系図 琉球、その後清水
村、住用見里、
金次郎目 延宝元（1673）年
の思喜世記事。そ
れ以前の始祖から
4代は年号なしの
記事
文化1３（1816）年
玖美川死去
2７ 森氏系図（１） 薩州、その後手安
村、阿木名
茂右衛門（上柤未
考、姓は大野、藤
州に帰る）
享保１８（1733）年
の宗友以前の始祖
は年代記事ない、
天保４（1833）年
の貞登子
2８ 森氏系図（２） 薩州、その後手安
村、阿木名
新兵術（薩州に帰
る）
元文21737）年生
の里！i1！それ以前は
年代不詳の始祖新
兵衛の記事
天保２（1831）年
貞三子の娘まで
2９ 久志堅家家譜 東間切清水村 富 宝永４（1707）年 明治１２年
3０ 勘樽金一流系図 薩摩系、荒木間切
花良治村
勘樽金 慶長1４（1609）年
島津氏侵攻記事。
それ以前は名前と
事鎖。
明治29年までの
名前と事績
3１ 金樽一流系図 西目間･切西目材 宇呂金多羅 慶長18(1613）年 、
３代目金樽が与人
知行目録賜る、そ
れ以前３名は年代
記iliXなし
天保４（1833）年
までの事繊
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5６ 
8代栄文仁は、明和８（1771）年重
豪ら三公の墨跡を拝載し、掛軸にし
て笥蔵
写、渡)||家蔵
＊享保１０（1725）年８月以前、６代
目孝,脱、「此時系図及文證等ハ志戸
桶邑|日居宅二有})て、池魚之難に臨
み、遺物・珍宝は悉は灰塵」となっ
た
＊安政２（1855）年５月、尚古堂南
山老人が、外祖父家所蔵の原所蔵史
料を、虫食いで不分明のため別録を
作成 、
＊始祖真志部、島津氏侵攻により、
藩の大親職廃止に伴い、「自ら致仕」
する
横)||家蔵
＊享保1６（1731）年生、文化３年
没の真志部一統の８代目の栄文仁、
天明7(1787)年に真三郎金（真志部
か）を元祖とした系図作成
＊万暦10（1582）年、「朱印状」賜
ろ
濱)||家蔵
*思三郎「御朱印」は今も有る
＊嘉呂樽の嘉靖1７（1538）年東間
切横目の「御朱印」はある
写、新山家蔵
写、新山家蔵
＊勝連親方、喜界の「郡守｣、後琉
球へ帰国、嫡男喜界島へ戻り手久津
久村「大徒」となる
＊万暦2３（1595）年「詔書」（辞令
書）
＊万暦31年、同34年「詔書」（辞
令書)、
＊寛永８年、藩家老から東おおあむ
相続認定「薄書」を巻物にする。又
その後の継承争いの藩判断文書あり
勝山家蔵九州国
立博物館
*辞令書２点
＊知行目録２点
＊大あむ継承に
関する藩の令達
寛永８(1631)年
＊勝連家勘樽金９代目で嫡孫
＊勝連家系図では勝世は宝暦９
(1759）年１０月生
写、奄美博物館
蔵
寛政６（1794）年喜界島の横目、折
田長兵衛喜界島子孫の系統
折田家蔵
折田家蔵
宝永４（1707）年４月１５日、志戸
桶村元筆子岡里、同本筆子の初代三
好が、嘉靖3３（1554）年「朱印状」
(辞令書）と、系図差出
＊嘉靖33年「御朱印」（辞令書）
は、三好が所持
孝野家文書（孝
野家蔵）
*辞令書
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5７奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史談」の背景
3２ 真志部一統之系
図
志戸桶村 真志部 真志部の項に慶長
１４年島津氏侵攻
記事、年代不詳で
｢首里之大役」動
を記載
文化３（1806）年
3３ 真志部一統系図
写
志戸桶村 真志部 真志部の項に慶長
１４年島津氏侵攻
記事、年代不詳で
｢首里之大役」動
を記戦
天保1４（1843）年
3４ 真三郎金一統之
系図 Ⅱ 
坂峰村 真三郎金 真三郎金、万暦
1０（1582）年「朱
印」を賜る事を記
戦
慶長1４（1609）年
島津氏侵攻以後
は、名前と役職名
記戦
3５ 新山家系図 東間切塩道村 三部 三郎、粥靖1４
(1535）年長峰大
屋子へ異動記事
享保18(1733）年 、
長知の死去まで、
それ以後は伊覚１
名の記赦
3６ 新家分家後之系
図（新山家支
流）
永嘉 宝永２（1705）年
４月
大正１１年５月
3７ 勝家系図 琉球、（子孫は後、
荒木間切荒木村
等）
勝連親方 万暦2３（1595）年
２月
明治42年
3８ 泉家系図（勝連
家支流）
勝世（勝基） 寛政10(1798)年 明治３４年
3９ 折田家系図 薩摩系 祐範一祐直 文化1３（1816）年 昭和１６年５月
4０ 得家系図（折田
家支流）
薩摩系 祐範一祐満
4１ 孝野家系図（１） 志戸桶村 破損不明 年代不明事跡記載 年代不明事跡記載
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5８ 
宝永６（1709）丑年以降の丑年、初
代又は２代目三好名で宝永３年亥差
上という文言を含め、「家伝之次第」
(系図）「御用」につき志戸桶与人．
横目へ差上、
＊事跡は宝永４年差上げと比較し、
ほとんど記載されず、人名のみ記載
孝野家文掛
２代目三好（志戸桶間切捷)、對・胴 、
大里、福三ら４名、藩へ差出した
｢本系図」を写し、正徳３（1713）
巳年以降の巳年７月７日鹿児島へ差
登用として改め直して提出
孝野家文瞥：
宝永４年から巳７月７日の間に写さ
れたとみられる系図
孝野家文瞥
本田地横目志戸桶村の幸行の事跡に
天保６（1835）年、７年の老母孝行
等事跡が挿入されている系図断簡
孝野家文轡
＊志戸桶村ノ大屋子、万歴３年に志
戸桶間切ショリ之大屋子、御朱印
｢今猶存セリ実｣、
＊万歴１０年塩道村大屋子、御朱印
｢干今在之」
＊（其世知金）が志戸桶村大屋子、
御朱印「干今存之」
＊御朱印(辞令書）は、１７３７（元文
2）年の頃は存在か
①写、奄美博物
館、原本はﾈ''1戸
市大良家、原本
不明
②乾家史料、原
本は喜界島勉井
家、尾口義男翻
刻（｢平成18年
度喜界紀要」第
１４号
③操家史料（未
見)、①②は異
記事、欠落記事
ぁI）
＊佐栄久は、天和３（1683）年諸田
村生、明和７（1770）年８月死去
＊佐栄城、享保10（1725）年９月
生、寛政６（1794）年２月死去、以
前からの系譜を改置
＊文政８（1825）年８月、佐玖田は
虫喰と子孫が多くなったためさらに
改置
＊大正１２年８月、佐玖田写しを響
改、その後を追補
＊「大殿地祖先系図」として平成元
年１０月、追補をした意訳本がある
①佐栄久は「自分系譜」取仕立て、
琉球支配以後の申伝も書記す。孫佐
冨がなお「取調」べて系図一巻にま
とめる。
②年月がたったので、虫喰のため、
佐玖田が写改、
写、徳之島郷土
資料館①②は、
｢別冊」の嘉永
｢福田家系図」
＊嘉永５（1852）年８月作成。
＊文政８年８月の佐玖田が轡改た
｢八十八呉良謝佐栄久由緒記」を 、
自家系図を増補してまとめたが、１
巻のみで控えもない。万一のため、
嘉永４年春の徳之島流人、附役小番
であった新納弥太右衛門へ醤き写し
を依頼、その後追補
｢八十八呉良謝佐栄久由緒記」より
簡潔な写
写、徳之島郷土
資料館マイク
ロ、宝令文庫
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5９奄美諸島の系図焼棄論と『奄美史談』の背景
4２ 孝野家系図（２） 志戸桶村 前欠 年代不明事跡記載 年代不明事跡記載
4３ 孝野家系図（３） 志戸桶村 前欠 年代不明事跡記載 年代不明事跡記載
4４ 孝野家系図（４） 志戸桶村 前欠 年代不明事跡記載 年代不明事跡記載
4５ 孝野家系図（５） 志戸桶村 前欠 年代不明事跡記載 年代不明事跡記載
4６ 喜界島大蛇良一
流系図
志戸桶村佐手久村
両村
大蛇良 万歴３（1575）年 元文２（1737）年
1０月
4７ 八十八呉良謝佐
栄久由緒記
琉球 首里之主（高家の
子孫）
万暦3６（1608）年
２月
昭和５年
4８ 福田家系図 万暦1６（３６の誤）
年２月
文政1３（1830）年
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6０ 
嘉永５年９月作成、その後追補、福
田家系図と同じ理由、新納弥太右衛
門の作成と考えられる
｢八十八呉良謝佐栄久由緒記」よ}）
写、福田家本よ})簡潔な写
写、徳之島郷土
資料館
昭和２年秋、寶満の依頼で系図を調
製
｢八十八呉良謝佐栄久由緒記」を基
に、自家系図を増補・追補
写、徳之島郷土
資料館小林文庫
*先祖伝来の系図、嫡家義氏方へ伝
来今日まで続来、
＊明治44年２月、文元幸英による
と、多くの－族加え難いため、新た
に作成
＊曽祖父応宜大王より我ら四男流、
＊「譜田井ノ川村先祖」文書（｢三
家録」中のものと同じ
＊大正２年「大島時事写｣、課顎島
新聞発表とある
＊貞享５年６月大島慶左衛門から家
老へ系図披露、褒美をもらい系図に
添える
＊「日本ヨリ琉球御征伐諸記」掲載
写、義家蔵伊仙
町歴史民俗資料
館蔵
＊琉球時代、おは勢（和瀬村）の田
畠下し置かれる。元禄８年３月死去
＊義家系図と同じ貞享５年６月大島
慶左衛門から家老へ系図披露、褒美
をもらい系図に添える!’
小林正秀翻刻版
徳之島郷土資料
館'1,林文庫
＊「諸田井之川村先祖写」面南和伊
仙与人の久保智大主が書置た写。
＊「名頭改名訓写」寛文６（1666）
年出生の本与人佐喜真が書記、其の
写を寛延２（1749）年１日２月写した。
＊「三家録」その他を含め「雑瞥由
緒記」がある。享保４（1719）年出
生の佐栄久が保存。慶応２年|日１０
月写され、伊仙村佐家大殿地家が所
蔵
写、徳之島郷土
資料館小林文庫
享和３（1803）年、政が岡前与人の
時作成し、以後の追補の系図か
政は、宝暦３（1753）年春、横目で
赴任した奥111八左衛門の徳之島での
子。徳之島での元祖(文化８年４月
卒である。鹿児島の系図を取り寄せ
繋ぎ合わせた系図
徳之島郷土資料
館蔵、「徳之島
郷土研究会報」
第３号、昭和
４４年
大正１２年、阿権、平徳山作成、「八
十八呉良謝佐栄久由緒記」の首里之
王の系譜を簡略に写、主に近代自家
系図を増補して作成
写、徳之島郷土
資料館小林文庫
＊３文書中、１点知行目録拝領の直
シ城之大屋子（童名次郎かね）の３
代迄の子孫名がある目録（伝来系図
抄）が、禄1１（1698）年５月２５日
童名生城部により写される
、
＊３文書中、１点は慶長１８年９月
２５日知行目録
＊年代不詳の文書１点は、「三嶋大
親子」の子息と「後三嶋大親子」の
子息、牛屋子名がある。手札の記述
があるため、第１回宗門手札改の寛
氷１２年以降のもの
写、知名町誌編
纂委員会
原史料、要家蔵
翻刻「奄美郷土
研究会報」第
24号翻刻薩巌
侵攻400周年記
念藩政時代の
illI永良部島の記
録」
知行目録
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i］ 
６１奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史謝の背景
4９ 徳之島宮祐基.
宮直家系図
万暦1６（３６の誤）
年２月
文久元（1861）年
5０ 賓満家系図 琉球 首里之主（高家の
子孫）
万暦3６（1608）年 昭和２７年
5１ 義家系図 琉球 清和天皇から為
朝、のち消去し、
首里之衆（源高
家）
慶長１３年 明治43年８月
5２ 政家系図 大主（童名、萬行
古千代）
貞享５（1688）年
６月
明治９年１月
5３ 雑脅由緒記
5４ 奥山家系図 薩摩系、 政、 元亀３（1572）年
11月
天保４（1833）年
1０月
5５ 平家系図 琉球 首里之主（高家の
子孫）
万暦3６（1608）年
２月
大正12年
5６ 要家文瞥 琉球か 三嶋大親子か 慶長18(1613）年 、 寛永1２（1635）年
以降
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6２ 
嘉永３（1850）年３月 原史料一部あり
｢沖永良部島郷
土資料」
＊もともと、系図は屋口が所持して
いたが、孫が焼失
＊宝暦９（1759）年に父が死去の喜
周与論大主が系図を「細二改之御所
持」していたが、それも火事で焼
矢｡ 
＊大熊沢村衆による写があり、子孫
が所持していた
＊「先年」沖永良部島の異図奈衆が
｢被成御借用以後返納無之」状況で
ある
＊文政３（1806）年７月沢付大衆の
孫盛用が沖永良部島へ渡海し受取っ
た
＊それを同年７月２４日から２７日ま
でに喜志澄が写したものである
*屋ロ与論主「知行目録」２０石 基家蔵マイク
ロ、宝令文庫
昭和11年作成、「中山世麹を拝写
追録した
マイクロ、宝令
文庫
*屋ロ与論主が与論大主分として知
行目録20石
｢与論町誌』
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１５７， 
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文1１１： 天保１４１８４３
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6３奄美諸島の系図焼棄論と「奄美史談』の背景
5  世乃主由緒書 琉球北山 北山王二男真松
千代王子
年代不明 年代不明
5８ 基家系図（原史
科表題「系図
仲屋口｣）
琉球 又吉大主（または
子の花城真三郎）
寛文11（1671）年 明和６（1769）年、
その後事績人名記
戦
5９ 与論主治世鑑 琉球 又吉按司（直接の
始祖は花城真三郎
と序にある）
年代不詳 年代不詳（日露戦
争の記載あり）、
その後人名記載
6０ 東家系図 又吉大主（または
子の花城真三郎）
寛文1１（1671）年 14(1843）年
その後人名記載
、
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